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扶 助 協 会
その将来と可能性

大管長

スヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

今 朋 に教会の婦人たちの特集を組むの1よまことに似つ
か わ し い。3月17日 は， 扶 助 協 会 と い うユ ニ ー クな組

織 の 創 立135回 記 念 日に あ た る 。 「神 権 組 織 に な ら って 組 織

す る」， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 自分 た ち の会 を作 りた

い と望 ん だ数 人 の婦 人 た ち に こ う語 っ た 。

さ ら に 次 の よ うに 述 べ て い る。 「扶 助 協 会 が 組 織 さ れ て

初 め て ， こ の教 会 は 十 分 な組 織 を持 つ に 至 っ たd(翫07ッ

げ 言舵0γ8α π如 畝m(ゾ 訪eReZ雌Soc∫ ε砂 『扶 助 協 会 設 立

の経偉』「扶助協会誌」1919年3月 号p .129)こ うして各

地の末 日聖徒の婦人がひとつの団体にまとまり，現在では，

若い女性の組織が若い姉妹たちに祝福 をもたらすの と同様

に，扶助協会はこの団体の活動に参加するすべての女性た

ちに祝福 をもたらしている。

扶助協会に活発に参加 していない女性 たちは，この集ま

りに与えられる大 きな約束を知 らないのではないだろうか。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスが扶助協会について告げた祝福か
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ら幾つか挙げてみよう。

1.こ り協会，姉妹 たちの会は 「あなた方の天性に従っ

て」組織された。 「あなた方は今や，神があなた方の胸に

植えられた思いや りの心に従って行動できる状況に置かれ

ている司(H説07ッ げ 孟んeCh解ch「 教会歴史」4：605)

2.「 この協会が，教会の長を通 じて与えられる全能者

の勧告に聞 き従 うならば，彼女たちは王妃にもまさる権滅

を持 っことであろうd(「 教会歴史」4：605)

3.「 あなた方がその特権に恥 じない生活をす るならば，

天使たちはあなた方の友 とならざるを得ないd(「 教会歴史」

4：605)

4.「 今か ら後，知識 と英知 とが流れ下 るであろうd(「教

会歴史」4：607)

5.「 この協会は喜びとなるd(「 教会歴史」4：607)『

これらの約束は様々な形で実現 していると思 う1。自分自p

身のことを考えてみると，愛する妻は扶助協会の召しを受

けて福音の原則を教える機会を得た。そ してその準備のた

めに毎年聖典 を学んできた。その結果，私たちの家族には

啓示のみたまが注がれている。また慈善奉仕や家庭訪問を

行なって友情 を深めて きた妻には，何か優 しく温かいもの

が感じられる。扶助協会の姉妹たちは，行ないによって，救

い主への従順 と神の王国における犠牲 を示している。彼女た

ちは共に学び，共に成長 しつつ，お互いを強め合っている。

また，人々に心を配 るという自分の召 しの重大さに対する

証 と，その責任にあって援助を求めるときに主が助けて下

さるという知識を共に分かち合っている。

大勢の姉妹たちの忠実な行ない と，義のために捧げる不

動の献身には頭が下がる。私 自身の素晴 らしい母親の 日記

には，奉仕の機会 を喜び，力が足 りないことだけ嘆 く彼女

の一生が記録されている。最近，1900年1月16日 付の箇所

を読んで，思わずほほえんだ。当時彼女はア リゾナ州サ ッ

チャニの扶助協会第一副会長 をしていた。その日，赤ん坊

が病気のために縫い物のできない姉妹の家へ，会長会全員

で訪問した。母は自分の ミシンと昼食とべ ビ義椅子 を持ち，

自分の赤ん坊 を連れて出かけた。その夜の 日記には， 「エ

プロン4枚 ，ズボン4着 を仕上げ，男の子用のシャツ1枚

がまだ未完成」 とある。4時 には葬儀に行 くため縫い物 を

切 り上げなければならず， 「これが精一杯だった」 と書い

ている。 もしもその場に居合わせれば，たったそれだけな

ら大したことはないなどと考えず，むしろ，それだけでき

たことに感心したことだろう。その2日 後，私の家で扶助

協会の仕事会が開かれた。母は， 「出席者が多 く，仕事が

随分はか どった」 と書いている。その仕事会が終わってか

ら，母は不平も言わず管理会に出かけて行った。

私が生 まれたのはそのような家庭であった。奉仕の精神

に満ちあふれた女性によって導かれた家庭であった。私の.

妻 もこのような家庭 を築いてきた。さらにまた，教会の大

勢の立派な姉妹たちも夫や子供のためにこのような家庭 を

築いている。私は，こうした家庭における成功は扶助協会

の理想と実践に負うところが大であると堅 く信 じている。

私たち大管長会は，扶助協会か ら豊かな祝福が得 られる

ことを強 く感 じてお り，ステーキ部，伝道部，地方部の会

長に，扶助協会の出席を奨励するよう，また扶助協会の姉

妹たちの活動か ら神権者 と家族が大きな力 を得 ることを兄

弟たちに理解 してもらうように要請 した。 また特に，独身

女性の扶助協会出席を奨励するようお願いしたい。

扶助協会は女性のための主の組織である。これは，兄弟

たちに施される神権の教育を補足するものである。この組

織には力があるが， まだ完全にはシオンの家庭 を強め，神

の王国を築 くに至っていない。姉妹 と神権者が共に扶助協

会のビジョンをよく理解 して初めて・その力は完全に発揮

されるのである。

このソル，トレー クの第15ワ ー ド部扶助協会の議事録に，

教訓 とすべ き価値ある事柄が載っている。この組織は，サ

ラ ・M・ キンボール という立派な女性，私 とは関係ないが，

彼女によって1868年 の創立以来40年 間管理 されていた。18

70年後半になって扶助協会が全ワー ド部 て組 織 されたとき，

兄弟たちめ中にはそのプログラムを理解せず，全面的な支

持 を怠った者が見受け られた。 しか し，このワー ド部の監

督は扶助協会 を理解 し，重ん じた。彼は1878年1月8日 ，

扶助協会に副監督を送って話をさせた。副監督であるバ イ

ンダー兄弟は監督の愛 を伝 えて， 「姉妹たちが神権者 との

境界を越えるのを少 しも恐れていない」と語 り， 自分の「支

持 と信 仰」 を彼女たちに述べた。次いで，特に大切なこと

をつけ加 えている。彼は， 「監督や副監督が支持 している

と同 じように心から」姉妹たちが自分たちの役員 を支持す

ることを願っていると語った。(第15ワ ー ド部扶助協会議

事録 より)

私たちもこのメッセージに同感である。私たちは，姉妹

の皆さんが扶助協会の指導者 を，私たちが支持 していると

同 じように真心か ら誠実に支持することを願っている。ス

ミス姉妹 と副会長の姉妹たちは立派な方々である。彼女た

ちは日々の生活において， また物事を決定する時にみたま

の導 きを求める。また召 された重大な責任に対 しては忠実

な管理人である。さらに十二使徒評議員会の担当ア ドバイ

ザー と心 をひ とつに して働 き，あらゆる点で神権 を支持 し

ている。私たちは彼女たちを愛 し，信頼し，支持 している。

現在この教会に属 しているということは大 きな祝福であ

る。義に対する抵抗はかつてなく大 きいが，最高の可能性

を追求する機会 もまたかつてないほどに大 きい。

では，私たちには どのような可能性があるのだろうか。

神のようになれるという可能性がそれである。その大いな

る可能性を実現するためには， どのような特質を伸ばさな
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け れ ば な らな い だ ろ うか 。 幾 つ か の こ とが 考'え られ る。

第一 に ， 英 知 す ナ わ ち"日 講 で あ る 。 こ の 点 に つ い

て ， 女 性 に は どの.よ うな 機 会 が あ るだ ろ うか 。 予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス が姉 妹 た ち に ， こ れ らの 特 質 を約 束 した こ と

を覚えておいでであろう。壁 隻ム嬢教む亙と剤 鳥載

撰講編蒲轟繕灘難宏驚
常の会話で子供 たちに教 えるとき，毎 日この約束が実現さ

れるのである。教 える責任に召されている姉妹たちは，教

える対象の人々と同時に自分 自身のためにも永遠に価値 あ

るものを築いている。そのことを認識 し，勉強 と祈 り，によ

って自分の召しを全力を尽 くして遂行 していただきたい。

すべての姉妹牟ちは学校や扶助協会で，またひ とりで勉強・

するときに，光明 と知識を受ける機会を有効に使 うように

お勧めする。

第二は指 首性"女 性には，指導性 を伸ばす独特の

機会がある。人になすべ きことを命 じた り，すべての物事に

決定 を下 してあげたりすることが指導だと考 えてはいない

だろうか。そうではないのである。指導性 とは，所期の目

標に向かって最善 を尽 くすように人々を励 ま 目ヒ のこと

翅 。元全 をめざして子供 たちを導 く母親や，共 に成長 ，

しようと，毎 日夫 と語 り合 う妻以上に，大 きな機会に恵ま

れた人がいるだろうか。教会の補助組織や地域社会で，女

性 の指導に負うところは計 り知れないほど大きい。

そして最後に，神性の根幹をなす もの と思われるのが，

思いや りと愛である。人への奉仕に示 される思いや り，無　 る
私 の心，他人への関心の最高の表現であるこれらのものを，

私 たちは愛 と呼ぶ。扶助協会は，姉妹 たちに慈悲，仁愛，

博愛の心を表わす機会 を実際に提供 している。そのほかに

も奉仕の場がある。社会 と，そして特に家庭である。姉妹

たちは，女性固有の性質に忠実に，愛の奉仕の機会 を最：大

限に生かす ときに，さらに神に近い者 となりつつあるので

ある。

私がここで述べ たのは，御 自身に似た者 となるように と，

神が娘たちに与 えられる特別な祝福のほんの数例に過 ぎな

い。神の息子たちにはまた彼 らの機会がある。知恵と慈悲

に富んでお られる御父は，可能性の完全な開花をめ ざして，

男 と女を互いに依存 し合 う者 とされた。男女の性質は幾分

相違する。従って，互いに補 い合えるのである。また多く

の点で似通っている。従って互いに理解す ることができる。

互いの相違 をうらやむことな く，その相違の根本に流れる

大切なものが何であり， また何が単に表面的なものかを認

識 しゴ状況に合 った適切な行動 を取 ろうではないか。願わ

くは神権者の兄弟 と扶助協会の姉妹の組織が，この教会の

すべての教会員の生活 を祝福するもの となり，互いに助け

合いなが ら完全への道 を歩まんことを。

☆ ☆

姉妹一入」入が

大切です

扶助協会中央管理会会長

バ ーバ ラ ・B・ ス ミス

予 諸 ジ・.セブ ●ス ミスは激 会を設立 し=た後に雄 に
よる扶助協会 を組織し，その扶助協会は回復された教

会の一部にな りました。女性は主の計画の中で，また福音

が栄 えた時代にはいつ も重きを置かれ，正 しい目的のため

に組織されました。 また現在 も組織されています。この偉：

大な扶助協会の活動は，昔の予言者たちが約束した万物の

回復の一部です。主の目から見て，扶助協会は完全な福音

の計画にとって欠かす ことのできない ものなのです。

扶助協会の目的は，姉妹 たちに愛の奉仕 をもっと有効に

行なうよう奨励 し，奉仕の場 を提供すること， また様々な

教育プログラムの機会 を提供することです。社会が絶えず

大 きく変化 している世の中で，女性が教育 を受け， 自覚 を

持ち，福音の教 えにかなった選択 をするには， それなりの

指導が必要です。その中には∫福音の原則や社交性につい

て学ぶこと， また世界各国の姉妹 とその家庭について知る

ことも扶助協会の教育プログラムに含まれています。互い

に助け合い，奉仕 し合 うためには，扶助協会の組織 と，扶

助協会か らの励ま しがいつも必要です。

教会の姉妹たちは，善 を生み出す大きな源です。姉妹た

ちの賜や能力，才能は何 と豊かなことでしょう。私は姉妹

たちの大 きな力を目にして知っています。

扶助協会は単なる内輪の奉仕にとどまらず，はるかに大

きなビジョンを持っています。まず，私たちは自ら進歩し弓

他の人々に祝福 をもたらします。自分のことを二の次にし・

て他人に奉仕することは， キリス トが私たち全員に求めて

お られることです。従って，私たちはとのビジョンを掲げ

るのです。そうす筍過程で，私たちは 自分 自身を発見 しま幽

す。教会員の仕事 は，』自分にできるすべてのことを願い，

説明し，示 し，決め，行なって，愛する兄弟姉妹に主のみ

こころを教え.ることです。私たちは恥 じることなく救い主

のその目標 を追い求め ます。

もし私が世界中の末 日聖徒 の女性一人一人 と話ができる

としたら，是非 とも申し上げたいことがあります。それは
一人一 人が神の王国にとって どんなに大切か ということ

，

各 自の才能や能ガ，-賜， また一番の喜びは，神の王国の中

で最大限に実 り，実現するということ，万物の回復の一部

として，主の家の姉妹たちのために主がひとつの組織を回

復 して下さった ということです。この扶助協会はすべての

姉妹たちにとって実に豊かな充実 した経験 とな りう彼女た

ちの成長を助け，また彼女たちがほかの人々の成長を手伝

うのを助けて くれます。これはキ リス トの取 られた方法そ

の ものなのです。 ・"
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夢

諏
＼1〆 、

議 翼
ノ

箋

礎 、

磁ノ馬
〆霧;
壌 ，.チ 霊

擁 罵/，
饗 ∫

≠

℃弘

義 ，

膨
1萎撫療〆〆

《'が

!〆F

嚥職耀 雛

4
劇

肇'訟

響1欝驚 羅 轟
蓉γ"

至

ミ嚢

、1

＼
金

譲 ，

キ ャ ロル ・ラ ーセ ン

福 音は世励 の姓 の生活にどのような影響を与えてい
るだろっか。昔なが らの女性の役割は，福音によって

どの ように変化 しているだろうか。また，福音はどのよう

な葛藤 を生んでいるだろうか。女性の生活は，福音を通 し

てどのように改善 されただろうか。

全世界の末 日聖徒 の女性についての記事 を企画 した当初，

私 たちは非常に異なった回答が寄せ られるものとある程度

の期待 を抱いていた。 しか しその結果は，アルゼ ンチン ・

キルメスステーキ部ラプラタ第一ワー ド部扶助協会の副会

長であ り，南米4ヵ 国に住んだ経験をもつアンジェラ ・ル

ポ ミルスキー姉妹の言葉に要約 される。彼女は次のように

述べている。 「コスタ リカでもアルゼ ンチン でも，末 日聖

徒 の家庭はみんな同 じです。善 を愛 し善 を求め る人々は，

音楽や話す言葉は違っても，衣服が違っても，似た りよっ

た りの生活をしています。

私たちは皆，女性 として最高の女性になる必要がありま

す。愛し愛されたい，理解 したい，受け入れ られたい， 自

己達成をしたい，自己を表現 したい，私たちはそう願って

います。私たちはまた，心か ら神様の道 を知 りたい と望ん

でいます。扶助協会はこうしたすべての面で，私たちの教

師であ り導 き手なのですd

末 日聖徒 の女性は世界中どこに行っても同 じであること

がわかれば，確かな勇気 を得ることができる。世界は次第

に狭 くな り，異国の姉妹 たちの話題は他人ごとではなくな

ってきている。女性が一般的に持 っている徳は，生活に福

音が もたらされた ときに完全なもの となる。生活に目的が

生まれるか らである。末 日聖徒の女性は同 じ価値観を持っ

た他の女性 と扶助協会 を通 じて友情を築 く。彼女たちは自

分の生命が永遠であることを知 っているので，神権者の伴

侶 としての役割 と，母親 として主婦 としてのそれぞれの役

割 を受け入れている。彼女たちはまた，福音に生 きる女性

として，男性 と同様に証 を持ってお り，聖霊の賜などの祝

福 を享受 している。

姉妹たちは年齢を越 えて，各自の持っている創作的才能

を他の姉妹たち と分か ち合っている。 コペ ンハーゲン第一

ワー ド部のペ トラ ・エル ドマン姉妹が退職 したとき，友達

は彼女が隠居生活に耐 えられるだろうか と思った。 「でも，

現に私は以前 よりもっと多 くの時間 を使 っているんです よ」
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と，エル ドマン姉妹は言う。彼女 と70歳以上の姉妹たち全

員は毎週月曜 日の午後，集会 を開いている。エル ドマン姉

妹は言 う。 「私たちは神様のみ言葉 を学び，素晴らしいひ

とときを過 ごします。そして暗 くならないうちに家に帰 り

ます。年配の姉妹たちは年一回のバザーに備えて編物 をし

た り， クローセ編みをしたり，縫い物 をしたりするのが楽

しみなのですd

メキシコ ・ベ ラクルス伝道部の扶助協会の顧問であり，

伝道部長夫人であるマ リア ・テレサ ・P・ デ ・パレデス姉

妹は，次のように述べている。 「教会に活発であれば， 自

分 でも気づ かなか った才能が発揮できて驚いてしまうこと

があります。女性は福音 を学び，学んだ正 しい原則を毎 日

の生活に応用 してゆけば， より立派な女性 とな り，家族や

地域社会にさらに貢献できるようになるのですd

ベネズエラ ・ミランダのヘ ンリエ ッタlP・ デ ・ゴンザ

レス姉妹は，このような個人の成長について次のように語

っている。 「数年前，私は字のほとんど読めない謙遜な姉

妹 と面接 しました。彼女は扶助協会の教養の教師に召され

ていました。彼女は 自分の召しのことで私に助けを求めに

来たのです。あるとき，私は彼女に， レッスンに出て くる

場所 を示す には地図 を使 えば便利であると話 しました。

ところがこの姉妹は地図がどういうものなのかわか らなか

ったのです。彼女はもっと主によく仕 えることができるよ

うに，夜 間学校に入って勉強するつ もりであると話 して く

れました。私は彼女のこの言葉を聞いて，感謝の気持で一

杯 にな り，思わず涙が出てしまいましたd

イサベル ・マ カン姉妹。アルゼンチン ・キルメスステー

キ部キルメスワー ド部で社会の教師をしている彼女は，主

の教会の会員 となるとき多 くの女性が経験す る生活の変化

を取 り上げ，その顕著な例 を次のように紹介 している。
「彼女はみすぼらしい小屋に住んでいました。その不潔

なだらしない格好か ら，彼女が非常に貧 しい生活をしてい

ることが伺えました。何の心配をす るでもな ぐ，差掛け屋

根の小屋に起居 して生活していたのです。当時の彼女 を

知 る人はこう言います。 『彼女はまるでもぐらが穴に入っ

た り出た りするように，家を出入 りしていました。目標 も

方向もなかったのです。行 く当てのない空虚な生活，それ

が彼女のすべてでした。』

ふた りの宣教師の訪問を受けたのはその頃です。彼女は

宣教師の携えてきたメッセージを受け入れ，教会に入り，

扶助協会に も熱心に参加 しました。その結果，彼女の生活

は大 きく変わ りました。見すぼ らしかった家は念入 りに掃

除 し，ペンキをかけ，家具 を備えつけたので，見違 えるほ

どきれいにな りました。

以前の彼女 を知 っている人々にとって，彼女の今の証は

信 じられないものではな くなっています。何の希望 もない
一人間から，信仰によって活動的で清潔な身だしなみのよい

人間へ と，す っか り変わって しまったのです。現在の彼女

の希望は， 自分の境遇に打ち勝って隣人に奉仕 し，主の戒

めに従った生活をすることです。主の使徒がアルゼンヂン

に来られたとき，この姉妹は使徒の話を聞 きにブエノスア

イレスまで45キ ロの道 を歩いて行 きました。彼女は 自分の

信仰 を表わしたのですd

次はアルゼ ンチンか ら遠 く離れた台湾。台湾の教育に対

する熱の入れ方は大変なもので，高等教育 を受けることは

社会で成功す るひ とつの物差 しとなっている。チェン ・リ

ン ・シュー リャン姉妹は3彼 女 と同じ支部の姉妹 で，以前

は無学 を理由に自分 を全 く価値のない人間だと思っていた

姉妹のことについて話 して くれた。この女性は自分の外見

に一切 とんちゃくしない人で，＼彼女の夫が家に居ることは

滅多になかった。そこで伺 じ支部の何人かの姉妹 たちは，

彼女が神 の美しい娘であ り，.、自分 を悪 く思 う理由はどこに

もないことを気づかせ ようと'した。 「彼女は新 しい技術を

身につけ， 自分ではそれまでわか らなかった才能に も気づ

きました。今では身な りにも気 を配るようになっています。

またつ夫が家 を空けることもな くなったので，幸福な日々

を送 っています司

フィンラン ドか らは，-福音がひとりの姉妹の命を救った

というアネレ ・フェリン姉妹の報告である。フェリン姉妹

は次のように記 している。 「これといった理由があるわけ

でもないのに，長い間ずっと彼女は憂 うつでみ じめな気持

でした。家族はどちらか といえば幸福な方で，彼女」こはふ

た りの幼い男の子があ りましたが，それでも空 しさは消せ

ず，生きることが何の意味 もないように思えました。彼女

の人生には目的 も喜びもないようでした。彼女は眠られぬ

夜 を過ごし，泣いてしまうこともたびたびあ りました。そ

んなある夜，彼女はとりわけ気が滅入っていたようです。

言いようのない空 しさとつまらなさに襲われた彼女は，自

殺 を考えました。そしてひざまずいて祈 りを捧げましたが，

苦 しみの余 り彼女は，だれかそこにいるのなら私 を助けて

下 さいと叫びました。宣教師が彼女の家にや って来たのは

その翌 日でした。宣教師は彼女に，神は骨肉の体 を持 った

触知 し得る御方であることを話 しました。 『やっと長い間

求めていたものを見つけた。』 彼女は宣教師のメッセージ

を聞いてそう思いました。神に関する真理 を知ったことで，

彼女は求めていた心の平安 を得 ることができたのです。教

会に入って，人生の重要な目的を知 り， またふたりの子供

の母親 としての役割の重要 さと夫を支え励 ますことの重要

さを理解 してか ら，』彼女は自分の務め を果たすことに喜び・

を感 じるようにな りました。御主人はまだ教会の会員では

あ りませんが，彼女は生気にあふれた自分に幸福 を感 じて

いますd

これ までの例でわかるように，それぞれの女性の生活に

変化が生 じた最大の理由は，女性の役割に対す る末 日聖徒

の考え方にある。 ・'

末 日聖徒の女性は基本的に世界中同じであり，教会の教

えも同一である。しか しながら女性の役割についての考え

方は個々の社会によって様々で麟る。多くの社会では，女

性は全 く男性に服従することが望まれているが，他方ではい

わゆる女性の解放が非常に進んでいる社会 もある。 しか し，
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多 くの社会は， まだ産みの苦 しみの時期にある。そのため

に，教会に入る時点で明 らかになる女性の役割がどんなこ

とであって も，末日聖徒になることは闘いなのである。末

日聖徒の女性観は独特の ものであり，現存する社会のどの

考え方 とも異なっている。末日聖徒は女性を完全な者 とな

る可能性 を具 えた神の子供 として，また夫の伴侶，助け手

として見るのである。

ではここで，末 日聖徒の女性の住んでいる社会の伝統を

もう少し詳しく調べてみることにしよう。次のような状態

は，他の多くの国々にも見 られることであろう。

「メキシコでは多くの女性が教会に加入していますが
，

中には教会に入ろうと決心 したことで大変な悩みや苦 しみ

を味わう人もいます。彼女たちの確信が両親や夫や子供 た

ちに受け入れられない場合が多いのです」 とメキシコ ・ベ

ラクルス伝道部のマ リア ・テレサ ・P・ デ ・パレデス姉妹

は語る。彼女はまた， このようにも語っている。 「メキ・シ

コは，家族がまだ先祖伝来の慣習を熱心に守っている伝統

の国です。女性の行動 を子供の ときから律する規準や慣習

があるのです。一般に女性は早婚で，すべてを投げ打って

家族に尽 くします。家の外で働 くことはめったにあ りませ

ん。

女性は教会に入ると， まず自分の時間を教会 と家庭に分

けなければな りません。そして家族が，教会 という要素が

入ってきたために変化 してきた 日課に慣れるようにしなけ

ればならないのです。夫が教会員の場合，妻は夫や子供た

ちの支持 を得ているので何 も問題はないのですが，夫が教

会員でない場合は多くの障害があ ります。夫に従 うべきか，

宗教上の義務を果たすべ きか，選択を迫られることもあり

ます。ほとんどの場合，妻は夫がいつか自分の信仰 を理解

してくれるだろうとい う希望 を持 って，夫に従っています。」

サモアにおける女性の役割は今，変わりつつある。

サモア ・アピア伝道部の伝道部長夫人，マ リアハ ・ペテ

ルス姉妹は，教会に改宗 した最初のフィージー人の女性で

あり，家族で神殿に行 った最初の人でもある。伝道部長夫

人という立場にある彼女は，サモアの姉妹たちと親 しくな

り，彼女たちからサモアの文化について学んだ。姉妹は，

福音がサモアの家族生活に及ぼ した影響を次のように述べ

ている。
「昔の家族関係は違っていました

。昔は，夫と妻が一緒

に同じ部屋でお客様をもてなすことは許されませんでした

し，子供たちは親 と一緒に食事 をとることができませんで

した。子供たちの食事はいつ も最後だったのです。妻は，

求め られれば夫の姉妹に従順に従わなければな りませんで

した。また，妻や子供たちが重大な決定を下すときの話 し

合いにも加わることは全 くありませんでした。すべて父親

が決めていたのです。

でも今は，教会が多 くの事柄 を家族一緒に行なうように

教えて くれています。宣教師が家族に家庭の夕べについて

教 え，両親はそこで子供の導 き方 を学びます。これが成果

をあげています。家族が互 いに自分の意見 を述べ合って決

断を下す ことは素晴 らしいことです。末 日聖徒の家族はお

年寄 りの面倒 も見ます し，互いに助け合っています。

家庭の中で一番大切 なのは神権です。妻や子供 たちは神

権者を支持 し，その権能 を心から信 じています。

姉妹たちは扶助協会が好 きです。中でも特に楽しみにし

ているのは， ホームメーキングです。姉妹たちはそこで，

家庭 を改善 し子供たちの健康増進を図ることについて学び

ます。

末 日聖徒が強調する家族の一致は，一見，現在 多くの国

に広まっでいる傾 向と対立 しているかのように思われる。

フランクフル ト・ダルムシュタット地方部扶助協会の副会

長ウルスラ ・フォン ・ゼルポウ姉妹は，そのような傾向が

末 日聖徒以外の ドイツ人家庭にどのような影響 を及ぼ して

いるか，またそのような状況の中から教会に入ることが ど

んなに大変なことであるかを報告 している。
「西 ドイツの女性は，家族の一致 ということに対 して批

判的な環境の中で生活しています。成人市民の約半数が結

婚 していますが，婚姻数は1960年 代半ばか ら減少 していま

す。一方，離婚率は年々増加の傾向にあります。離婚率か

ら割 り出してみると，実際の離婚数は相当な数に昇 ること

がわか ります。 多くの場合，離婚の主な原因は飲酒 と不道

徳行為です。 また，一世帯当たりの子供数がひ とりまたは

ふたりとい う家族が全世帯数の約40パ ーセン トを占め，子

供が3人 以上の家族はわずか10パ ーセン トになっています。

出生数 も減少の傾向にあるのです。

女性が競 って職場に進出し，男性 と肩 を並べて働 くよう

になり，経済的に夫から自立するようになりつつある状況

の中で，末 日聖徒の妻はますます苦 しい立場に追いや られ

ています。また高い生活水準を維持す るために，夫だけの

収入では生活 していけないことが多々あることを感 じてい

ます。

このような状況の中か ら最近改宗 したある姉妹は，神権

者に対 して同 じ立場に立 とうとしていた自分に気づ きまし

た。彼女はそれまで，父親中心の家庭が時代遅れであると

いう考えを周囲の人々から吹き込まれてきたのですが，改

宗によって急に夫のそばに新 しい仕事 を見つけなければな

りませんでした。つ まり夫を自分の導 き手，信頼できる伴

侶 として受け入れ，支持するということですd

スウェーデン ・ス トックホルムステーキ部の姉妹たちは，

ステーキ部扶助協会会長のアンナ ・リン ドバ ック姉妹の指 .

導の下に， 自分たちが直面している問題について話 し合っ

ている。 「現代のスウェーデンでは，自分の可能性 を現実

の ものにしたいと望むならば女性 も外に仕事 を持つべ きで

あると言われています。家庭外の事柄に 目標 を向けさせ る

この考えは，学校教育や大学教育， ラジオ，新聞を通 して
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若人に強 く訴 えられています。子供たちのために託児所が

建設され，結婚生活は夫 と同 じ権力を要求す る妻たちの激

しい攻撃に遭 っています。

皆さんが新 しい会員に，教会貝になって一番変わったこ

とは荷か とお尋ねになれば，彼女たちは家庭や夫，それに

子供 たちを見る目が違ったことです と答えるで しょう。中

には生活態度 を変えることに困難 を覚 えた人もあ りました。

でもお互いに尊敬 し合 うこと，また男性を家族の長 として

支持するこどがどんなに大切 であるかを，だれもが異口同

音に強調 しています。

女性が仕事 を離れて，子供たちと一緒に家庭にいること

も大きく変わったことですd

女性が教会から受ける最 も大 きな祝福 は，夫が神権の原

則に従った生活を送ることである。夫は思いや りといたわ

りの心で妻に接するようになる。夫に とって善悪を判断す

るための二重の標準はない。夫は家庭 を 「説服 と堅忍と柔

和 と温情 と偽 らざる愛」によって治めるようになるのであ

る(教 義 と聖約121：41)。

家族に とって神権がいかに重要であるかを語 るのは，ス

トックホルム第二支部のブ リッ ト・ローゼ'・リン ドブロム

姉妹である。 「私は夫が神権 を尊び，家族を管理 してくれ

ていることに感謝しています。子供たちは父親 を心か ら愛

し，尊敬 しています。夫は子供たちの大の親友です し，子

供たちは夫を信頼しています。

11歳 になる長男の ミガールが，.ある日私にこう言ったん

です。 『お母 さ凶，僕にもお父さんを心から信頼できるこ

とがわかってきたよ。お父さんの言 うようにすれば，何で

もうまくいくんだも4)。』」

チ リ・ビニャデルマールステーキ部の扶助協会会長，イ

ルマ ・デ ・マ ッケナ姉妹は次のようにつけ加える。 「夫が

教会に忠実で，神権を受けることができると，女性の生活

は女性が夢見る以上に高められます。互いに支持 し合って

それぞれの召 しを果たすのです。夫は，礼儀正 しく親切に

な ります。そして，妻が扶助協会や家庭訪問に出かけたり，

おつ き合 いの場にも集えるように取 り計らって くれます。

多くの場合，夫は家にいて子供の面倒 をみて くれます し，

家事 を手伝 って くれることもあ ります。子供たち と一緒に

教会の集会に出席し，家族が福音の中で成長 している姿ほ

ど，美しく感動的なものはあ りませんd

しかし，すべての末 日聖徒の女性がこのような理想的な

家庭生活を営んでいるわけではない。どこの国にも常にあ

る問題は，妻だけが教会に入って夫が入らない場合の夫 と

妻の関係 である。いさかいをしてでも聖餐会に出るべ きで

あろうか。それとも夫に従って家にとどまるべ きだろうか。

日曜日の集会の時間中，夫や子供たちのそばにいな くても

よいだろうか。教会員でない家族は， 日曜 日の集会が彼女
一に とってどんなに大切であるか理解す ることができない。

妻がいつも自分に対して関心 を寄せて くれていることに慣

れ き?て いる夫は，妻が他の人々のために時間を費や して

いるのを知ると，機嫌を損ねてしまうかもしれない。そし

」

て，妻は 自分が家族の要求を無視 していることを感じると，
「明らかな良心」をもって福音の教えを学ぶことができな

くなる。このような状態の中にあって，多くの姉妹が，一

方では自分の信仰 を実践することに，他方では良い家族関

係 を築 くことに毎 日努力を傾けている。

翻訳配送部の教科課程スペシャリス トであるクレル ・ベ

ンチンは，次のように報告 している。 「ブラジルのサンパ

ウロには，御主人か らバプテスマの許 しを得るまでに12年

かかった女性がいます。その姉妹は以前もそうでしたが，

今でも福音の真理 に対する強い証 を持 っています。バプテ.

スマを受けるまでの彼女は聖餐が配 られるたびにいつも泣

いていました。聖餐にあずかることができなかったからで

す。どれだけ嘆願し，断食し，祈 り，神権指導者に働きか

けたことでしょう。その結果，彼女の夫はついに彼女がバ

プテスマを受けることを許 しました。しか しそれには条件

がつ きました。バプテスマの 日がいつなのか知 らせないで

欲 しい と言 うのです。また，子供たちも彼女 と同じようにバ

プテスマを望んでいましたが，許可 しませんでしたd

長い忍耐 と模範の歳月を経て，夫 を教会に導いた姉妹も

いる。キルメスステーキ部 ラプラタ第一ワー ド部扶助協会

の副会長をしているアンジェラ ・L・ デ ・ルポミルスキー

姉妹は，その例 を次のように伝 えている。
「ラプラタ第ニ ワー ド部のマ リリン ・オ リエス ・デ ・ド

ーデル姉妹は，9歳 の ときからずっと教会員でした。教会

にはいつも活発で，多くの教会の責任 を果たしてきました。

彼女は優秀な若者 と結婚 しましたが，彼は教会員ではあ り

ませんでした。 しかし彼女は知恵を用いて，福音の教えや

勧告 をすべて家庭の中に取 り入れたのです。 『バランスを

とるように しなければなりませんね』 ドーデル姉妹はその

経験をこう語 ります。彼女は愛と関心 をもって家庭のため，

夫のため，子供たちのために尽 くしました。教会の集会が

終わってからも友達 とのお しゃべ りには入らないでまっす

ぐ家に飛んで帰 り，妻 として母親 としての義務 を果 たしました。

ドーデル姉妹の夫は2年 前に教会員にな りました。現在 ・

はラプラタ第ニワー ド部の監督をしていますd

次のポー リット・カーン姉妹の言葉は，女性がイエス ・

キ リス トの福音か ら学ぶことのできる最 も大切 な事柄 を要

約 したもの と言えよう。 「私は本当に素晴らしい母親に恵

まれました。当時，母 は教会員ではありませんでしたが，

気高い原則を少 しずつ私に教えて くれ ました。お陰で結婚

までの私の生活は素晴らしいもの となりました。 しかし，

福音を知 ったことによって私は人生の意義 をはっきりと知

りました。

また自分が神の娘 であり，栄 えある行 く末に招かれてい

るのだとい っことがわかって，一 日一 日の生活の大切 さが

よくわかるようにな りました。私は 自分が文字通 り神の娘

であることを知っているので，人生のどんな厳 しい問題に

も落ち着いて立ち向か うことがで きます。また，.自分の行

ないによって来世の場所が決 まることを知 っているので，

さらによい妻， よい母親になろうという気持になります。」
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「自分 は価値が

あるんだ って思えるの

イ ル マ ・ 卜 ・マ ッ ケ ナ

夜 の とば りがすっか りお りる頃でした・夕焼けがラス'
ロザ ス の 小 さ な町 を この 世 な らぬ 装 い に 包 ん で い ま し

た 。 緑 の 丘 に ， 絵 か ら抜 け 出 た よ うな 小 さ な 家 々 が ， 青 々

と し た庭 と花 をつ け た果 樹 に 囲 ま れ て 点 在 して い ま した 。

そ の 美 しさ に 私 は 息 を の み ま した 。

同 僚 の ガ ブ リエ ラ ・レ イエ ス姉 妹 と一 緒 に家 庭 訪 問 に 来

た の です 。今 しが た訪 問 して き たべ ラ ・バ ラ ス姉 妹 の こ と

が ， ま だ頭 か ら離 れ ませ ん 。 バ ラ ス姉 妹 の 家 庭 は とて も敬

慶 な雰 囲気 が あ り， 神 の 愛 に 満 た さ れ て い ま した 。 私 た ち

の 心 に は ま だ そ の 安 らか さが 残 っ て い ま した 。

間 もな く同僚 が 話 を始 め ま し た 。 とて も静 か に ， 胸 が い

っ ぱ い な様 子 で 。 「私 は教 会 員 に な る前 に ラ ス ・ロザ ス に

住 ん で い た の 。 バ ラ ス姉 妹 の 近 所 だ っ た わ。 私 の 地 所 に 大

き な井 戸 が あ って ， 近 所 の 人 た ち は み ん な そ こか ら水 を汲

ん で い た の 。

その 井 戸 の わ き に野 菜 畑 や 花 畑 を作 って ， そ れ が 私 の 自

慢 だ っ た わ 。 畑 を見 て まわ っ て， 大切 に 大 切 に 育 て て い た

の よ。 近 所 の 子 供 た ち が 時 々 井 戸 水 の ま わ りで 駆 け ま わ っ

て 遊 ぶ の で 畑 に 入 っ て荒 ら し は しな い か といつ もは らは ら

して い た わ 。 も っ と気 をつ け て ち ょ うだ い っ て ， 子 供 た ち

に 注 意 した こ と も よ くあ っ た。

あ る 日， 町 に 買 物 に 出 か け て 帰 っ て み る と， 畑 が 踏 み 荒

ら され て い るの 。 手 塩 に か け た野 菜や お 花 が 踏 まれ て さ ん

ざん だ っ た 。 私 ， か ん か ん に な っ て 怒 っ た わ 。

後 で何 人 か 子 供 た ち が 水 を汲 み にや っ て きた と き， ひ ど

く叱 っ た の 。 か ん か ん に な っ て 怒 っ て ， こ れ か ら は子 供 た

ち に も近 所 の 人 に も井 戸 を使 わせ な い って 言 って し ま っ た 。

も う絶 対 に この 井 戸 か ら水 を 汲 ませ ませ ん っ て 宣 言 して し

ま っ た の 。

子 供 た ち は そ の 晩 ， か ら っぽ の バ ケ ツ を下 げ て 帰 っ て行

っ た わ 。 と こ ろが そ れ か ら少 し して ， 近 所 の 人 か ら電 話 が

か か っ て きて ， 家 へ 来 て ど うい うわ け か 教 え て ほ し い と言

わ れ た の 。 私 は 彼 女 の 家 に 向か い な が ら， 思 い つ く限 りの

理 由 を考 え た の 。

そ のべ ラ ・バ ラ ス さん の 家 に着 く と， 彼 女 は こ う言 っ た
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の よ 。 『ガ ブ リエ ラ さ ん， お 宅 の井 戸 か ら何 度 も水 を 汲 ま

せ て い た だ い た お 礼 が 言 い た くて お 呼 び し た ん で す 。 本 当

に あ りが と うご ざい ま した 』 っ て 。

彼 女 は 恨 み や 非 難 が ま し い こ とは一 切 言 わず ， 親 切 にや

さ しい 口調 で話 を し た の 。 お 礼 の気 持 だ とお っ し ゃ っ て，

生 まれ た ば か りの 子 豚 をプ レゼ ン トして 下 さ っ た 。

私 ， と って も驚 い た わ 。 何 とい う人 か し ら っ て 。 そ うす

る と， 急 に 気 持 が ほ ぐれ て き たの 。 道 々 考 え て きた 言 い わ

け は全 然 必 要 な か っ た。 彼 女 は 私 に プ レゼ ン トを して くれ

た の 。井 戸 を使 わ な い で下 さ い っ て 断 わ っ た とい うの に。

私 ， 息子 さん が した か ど うか 確 か じゃ な い の に， 畑 を荒 ら

し た っ て 怒 っ た の よ。 そ れ な の に， 私 に 感 謝 を して ， 贈 り

モヘゾ　　

鵡
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・物 まで して下 さ っ た の
。

私 は 以 前 ， 彼 女 が 信 仰 深 い 人 だ と聞 い て い た わ 。 だ か ら

彼 女 に は ， そ ん な こ とが で き た ん で し ょ うね 。
㌔

， 翌 日， 私 が 水 を汲 み に井 戸 に行 くと， 井 戸 が個 れ て い た
廿

1の 。 私 は 泣 い て 後 悔 した 。 で も， 水 は 澗 れ た っ き り， 私 は

㌦ 遠 くま で水 を捜 し に行 っ て ， 今 度 は 自分 が お願 い し なけ れ
妻 ば

い け なか っ た 。 水 が い る時 に， い つ も そ う して お 願 い し

二齢 購 ξ泉獺艦 難 鵬 駅濃 齢
，

悲 しか っ た 。

お

譲

縦 駕 螂 ハ㍗マ.
'

輔：

そ れ か ら半 月 し て， 井 戸 に 水 が 出 る よ うに な っ たの 。 澗

れ た とき と同 じ で ど う して な の か わ か ら な い ん だ け ど。 私

そ の 時 心 に 誓 っ た の 。 これ か らは だ れ に で も き っ と水 を汲

ませ て あ げ よ う っ て 。 ・

バ ラ ス さ ん の 家 に行 っ て ， 好 きな だ け 水 を使 って 下 さ い

っ て 言 っ た わ 。 そ の と きに 少 しだ け どお 話 を して ， こ の2

週 間 ず っ と考 えて い た こ とを聞 い て み た の 。 『あ な た の宗

教 は 何 です か 』 っ て 。

『私 た ち は モ ル モ ンで す 。 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 の 会 貝 です 』 っ て い う返 事 だ っ た 。

私 は そ の宗 教 の こ と を全 く知 らな か っ た の 。 で も， 彼 女

の よ うな行 な い を させ る宗 教 な の だ か ら， き っ と素 晴 ら し

い に 違 い な い っ て わ か っ た の 。 い ろ い ろ 彼女 に 質 問 して，

と う と う宣 教 師 が 私 の 家 に 来 る よ う に な っ た わ 。'

、 私 は 間 もな くバ プ テ ス マ を受 け て ， す ぐ後 で 主 人 も受 け

た の 。 子 供 た ち もみ ん な 福 音 を受 け 入 れ て 。 その 時 か ら私

の 生 活 が 変 わ っ た わ 。 とっ て も進 歩 した の 。 一 番 苦 手 な の

は 怒 り を抑 え る こ とで ， そ れ は今 で もむ ず か しい け ど， 自

制 とい う こ とに つ い て とて もた くさ ん の こ とを勉 強 した の

よ。 子 供 を よ く教 え られ る よ うに な っ た し， 子 供 と心 の 交

流 が 図 れ る よ っに な っ た し。 つ い こ の 前 ， 子 供 日曜学 校 の

教 師 に 召 され た の 。 ほ か の 人 を助 け られ るの だが ， 自分 は

神 様 に選 ば れ て い て ， 価 値 が あ る ん だ っ て 感 じ るわ 。 私 も

役 に立 て るの ね 。

だ け ど， 一 番 うれ し い こ とは 何 とい っ て も家 庭 訪 問教 師

で い られ る こ と。 特 に ， 私 に 人 生 で一 番 大 切 な こ と を教 え

て 下 さ った あ の姉 妹 を訪 問 で き る こ と よ切

私 た ちは ， あ の ラ ス ・ロ ザ ス の ほ こ りっぽ い道 を下 って

行 き ま し た。 心 に は 愛 が 満 ちて い ま した 。 福 音 に 対 す る愛 ，

隣 人へ の 愛 ， そ して お互 い に 対 す る 愛 。 た っ た今 ， 貴 重 な

時 間 を共 に して き た ばか りの ， ふ た りの 訪 問 教 師 で し た。

(イル マ ・ド ・マ ッケナ姉 妹 チ リ， ビニ ャデ ルマー ル ス

テー キ部 キ プル ワー ド部会 員)
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「母 性に対するこの反抗は何たることか しら・ と思いま

した 。 とて も素 晴 ら しい才 能 を数 々持 って い るひ と

りの友 だ ち が や っ て きて ， 自分 は 母 親 と して 失 格 だ わ と，

洗 い ざ らい 語 っ て い っ た の で す 。 ほ か に もふ た りの 友 だ ち

が 入れ 替 わ り立 ち 替 わ りや っ て きて ， 全 く同 じよ うな こ と

を言 っ て い き ま した 。(私 の 夫 は 小 児精 神 科 医 なの で， 彼

女 た ち は きっ、と 自分 の 「間 違 い」 を私 に 見つ け られ る前 に

さ っ さ と告 白 して し まお う と思 っ た の で し ょ う。)あ な た

は 模 範 的 な母 親 だ と思 うわ と私 が 心 に 思 う ま ま を言 う と，

彼 女 た ち は一 様 に 驚 くの で し た。

ア ン は顔 を少 し赤 らめ て 言 い ま した 。 「母 の 日の 説 教 は

大 の 苦 手 。 穴 が あ っ た ら 入 りた い わ 。憂 うつ に な って ， 罪

の 意 識 を感 じ る の 。 胸 を張 っ て 誇 りに思 わ な くち ゃ いけ な

い ん で し ょ うけ ど， 私 ， 話 に 出 る よ うな理 想 的 な母 親 じゃ

な い ん です ものd

ル ー ス は私 が 知 っ て い る女 性 の 中 で も特 に 素 敵 な 人 です 。

と こ ろが ， 先 週 の 扶 助 協 会 で母 親 教 育 の ク ラ ス に分 か れ る

時 ， 彼 女 は 席 を立 と う と しませ ん で し た 。 ど う した の か し

ら と見 る と， 彼 女 はつ ぶ や くよ うに こ う言 い ま した 。 「き

ょ うは 社 会 の レ ッ ス ン に 出 る わ 。母 親 教 育 の レ ッス ンは 聞

母親失格 と思うときに
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いていられないもの。だめなの。失格なのよd

リベ ッカは友人たちか ら尊敬されている立派な女性です

が，その彼女 も 「良い母親にはほ ど遠い」 と思 っています。

素晴 らしい子供たちが7人 もいるのに，こう考えているの

です。

この能力があろて霊的な姉妹たちが，一番大切な務めに

自分は失格だ と， どうして考えるのでしょうか。私はその

ことをよくよく考 え，自分のことも考 え合わせて，3つ の

理由 を発見 しました。

1.私 たちは皆， 自分を他人 と比較 しがちです。それ も

その相手が身なりをきちんと整えて，気持を正 している一

番良い状態の時です し，他方， 自分は一番悪い状態の時で

す。ですから，比較すれば自分に分が悪いことは初めか ら

決 まっています。

2.計 画出産や，家にばか り縛られないことが美徳だと

主張する女性解放の声を耳にしています。知 らず知 らずの

内に影響 されて， 自分 でも説明できないような否定的な気

持 になっているのではないでしょうか。

3.何 と言っても大 きな理由は，だれ もが未経験の，準

備の整っていない母親業に取 り組んでいるということです。

独身の時はこの大事業につ きものの苦労 よりも心ひかれる

箇所が見えるもので，最初の困難にぶつかるとす ぐに挫折

感 を味わうのです。私 自身，母親 としての能力を発揮す る

には幾つかの過程があ り，子供や少女のような段階を経な

ければ一人前の母親になれないということを知 りませんで

した。私が心か ら尊敬 していた母親たちも，やは り挫折 と

落胆を経験 していたということを知っていたらよかったと

思 います。ルースやアンや りベ ッカだけでなく，恐らくど

の母親 も，一度や二度は予期 しなかった大変な仕事 を抱え

込んだものだ と考えたに違いあ りません。

でも.星は証できます。母親であるごとの本当の喜びが，

あきらめるζ.とな く.島g)仕事に取 り組む人々を貸 ち舜けて

.緊る上鳩 鉱ことを.主 は，必ずみこごろをなし遂げる道 を

備 えてか ら戒めを与 えられます(1ニ ーファイ3：7参 照)。

私 自身の経験 と心の移 り変わ りがその証拠です。

乳児期 母親になったばか りのこの段階は理想に燃え

ていますが，それだけに少 しのことでつ まずいてしまう危

険性があ ります。私たち夫婦は最初の子供が生 まれた時に，

さあ頑張 るぞ と気負い立ちました。完壁な母親になって完

壁 な子供 を育てようと心に決め，育児書を何冊 も読みまし

た。人がしている間違 いは， よくよくの時でなければ 自分

はしないように しようと考えました。母親業は上手にやろ

うと思えばやってのけられるものだ と思っていたのです。

幼児期 育児は本を読んだだけでは とてもや ってゆけ

ないということを知 って，ショックでした。子供はこうい

うふ うに振 る舞 うものだ と本で読んでいても，子供 自身が

その本 を読んでいるわけではないのです。頭の中は疑問で

いっぱいでした。私は悩んだあげ く，いろんなことを知 り

たいと思い，飽 くことなく知識を求め ました。経験ある母

親たちといる時は，経験談や忠告を一生懸命聞いた もので

す。

青年期 母親 となるための成長段階をどれかひとつ抜

か してもよいとすれば，それはこの時期で しょう。ある人

に とってはこの時期は穏やかなまます ぐに終わりますが，

で もそんな幸運な人はまれです。まだひとりかふた りの小

さい子供 しかいない母親には，こめ時期が実際に訪れるこ

とがなかなか意識できないかもしれません。正直言ってど

の母親 も，母性に対する反抗心や，特に貴い霊たちに対し

て腹立たし吟気持 を持ったりすることが実際にあると考え

ることを，これは冒漬だと思う人 もいるでしょう。そのよ

うな気持 をあるまじきことと考える人に対 して， 「自分は

そんな気持にならないわ」 とは決 して言わないで下 さい。

少な くとも，後であなたがそんな気持になった時にその時

の言葉 を思い出させ るような証人のいる前では。 この段階

に入る時期は人それぞれに違います。

私が この段階に入ったのは，結婚5年 後で，4歳 を頭に

子供が4人 になった頃でした。4人 目の子供の誕生 と同時

に，子供同士の自然なライバル意識が とても目立つ ように

な りました。 どの子 も赤ちゃんより自分に気を引こうと懸

命で，た とえ叱 られてでも私の注意を引こうといろいろ知

恵をしぼ ります。私はいつ も疲れていて，時々かんしゃく

を起こしました。赤ちゃんの世話に追われるあまり，夕食

の時刻になってもテーブルに食事が並ばないことがあ り，

そんな時にはむ らむらと腹が立ちました。
一番下の子に ミルクを飲 ませ る時(椅 子に腰掛けるのは

この時だけでした)， 育児書のことを考 えると腹が立ちま

した。内容や著者は信頼が置けるのか しらと，疑いました。

育児をまるで科学 とでも考えているようで，これができた

ら，あるいはこの方法を使ったら必ず これこれの結果が得

られますよというのです。私は著者を責めましたが，意識

の下では力不足の自分を責めていました。

私は心ひそかに自由を望みました。母親業が首にならな

いことは重々承知 していましたので，子供たちが大きくな

って， 自分の好 きなこと，た とえば社会事業などに参加 し

て心の平安 を得 られればと，その時 を待 ちこがれました。

苦 しさのあまりに，今いる子供だけでも主のみ こころ通 り

に育てられないのだか ら， これ以上の子供を持つのはどう

か しらとも思いました。

大人の時期 この完成期は，完全 も段階 を踏んだ一生

の仕事だ と悟って苦にせずに問題を受け入れる，そしてそ

の問題 と格闘 して挫折感や無力感を感 じるのではな く， じ

っくりと穏やかに解決をはかるといった時期です。私が未

熟な反抗期か ら大人になっていったのには，幾つか大きな

契機があ りました。

1.時 間 結婚 した当初， 「本の知識」 よりも 「実生

活か ら得 る知識」の方がいろいろな問題を解決するのに役

立つ と夫に言われて，ほっとしたもので した。ただ，頭で

はそれがよくわかるのですが，一感情的に納得 してそのよう

に行動するまで15年 ほどかか りました。そんな経験をさせ

て くれるのは実生活の積み重ね しかあ りません。
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時 間 の も うひ とつ の 利 点 は ， 自分 が 教 えた 成 果 が 見 え て

きた こ とです 。 私 は 何 年 間 も， 子 供 た ちに 思 いや りを教 え

よ う と努 め て き ま し た。 そ れ が ， 去 年 の母 の 日に そ の 成 果

を 目に す る こ とが で き て， とて も感 謝 し ま し た 。 驚 い た こ

とに ，14歳 の娘 が 自分 で服 を縫 っ た の で す 。 さ らに 翌 朝 ，

彼 女 は徹 夜 を して も う1枚 の 服 を縫 っ て私 に プ レ ゼ ン トし

て くれ ま し た 。 彼 女 の 犠 牲 と思 い や りほ ど， 私 の胸 を強 く

打 った もの は あ り ませ ん 。

2.断 食 ， 祈 り， 聖 典 の勉 強 私 が これ ら の事 柄 に 熱

心 に取 り組 ん だ 時 ， 主 が 私 に 必 要 な聖 句 を教 え て下 さ っ た

よ うに 思 い ます 。 ひ とつ の大 切 な 聖 句 は ニ ー フ ァ イ 第 二 書

9章28-29節 です 。

「お お 悪 魔 の狡 猪 な 謀 りご と よ
。 お お 人 間 の 虚 栄 と意 志

の 弱 さ と愚 さ よ 。 人 間 は 学 問 が あ る と 自分 は 賢 い と思 って

神 の 訓戒 に 耳 をか さず ， 自分 独 りで 解 る ど思 っ て神 の 訓 戒

を うち捨 て るか ら， そ の 知 恵 は 愚 で あ っ て 何 の 益 に もな ら

ず ， か れ らは つ い に亡 び る の で あ る。 しか し， 人 間 が も し

も神 の 訓戒 に 従 うな らば，学 問 のあ るの も善 い こ とで あ るd

私 の一 番 大 き な過 ち は ， 人 間 の知 恵 に あ ま り頼 りす ぎて ，

主 か らあ ま り助 言 を得 よ う と しな か っ た こ とで し た。

次 に教 え られ た の は ， ニ ー フ ァ イ 第 二 書2章11節 で した 。

リー ハ イ が ヤ コ ブ に教 え た こ とで， す べ て の こ とに は 反 対

の ものが な け れ ば な らな い とい うこ の 聖 句 は， 私 の 心 に 焼

きつ き ま した 。 私 は そ の 聖 句 を何 回 も読 み ま した 。 しか し

母 親 と して い ろ い ろ な 困 難 に 出会 っ た 時 に ， ど う して こ の

聖 句 を思 い 出 さ なか っ た の で し ょ う。 す べ て の こ と に反 対

の もの が あ る と し た ら， 母 親 業 もそ の例 外 で は な い の で は

な い で し ょ うか 。 「サ ウ ン ド ・オ ブ ・ミュー ジ ッ ク」 のマ

リア の よ うに， なぜ 何 もか も うま く行 く と期 待 した の で し

ょ う。

心 に 強 く残 っ た3番 目の 聖 句 は ， 「肉 欲 に 従 う人 は 神 の

敵 で あ っ て」(モ ー サ ヤ3：19)と い うベ ン ジ ャ ミン王 の

教 え で した 。私 は ど う して 子 供 た ち に， そ うは な ら な い と

期 待 して い た の で し ょ う。 子 供 た ちが 良 くな い傾 向 を見 せ

るの も 当然 とい えば 当 然 で した 。 そ れ は 彼 らが 人並 み で な

か った の で は な くて ，私 が 良 くな い母 親 だ っ たか らで し た 。

私 の 仕 事 ， 私 の栄 光 は， 子 供 た ちが 肉欲 に 従 う人 か ら霊 の

人 に な るの を助 け る こ とに あ るは ず です 。

私 を一 人 前 の母 親 に な る よ うに 助 け て くれ た4番 目の 聖

句 は ， ジ ョセ ブ ・ス ミスが リバ テ ィー の牢 獄 で絶 望 に ひ ん

した 時 の もの です 。 主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に こ う答 え られ

ま した 。 「汝 心 安 か れ … … …

これ 皆 汝 に 善 か らん ため ， 汝 に 経 験 を与 え ん ため の もの

な り… … …

『人 の 子 』 は一 切 これ らの もの の 下 に 身 を落 した り
。 汝

は 彼 よ り大 い な るかd(教 義 と聖 約121：7，122：7-8)

何 とい う衝 撃 で し ょ うか 。 み じめ な 自分 を実 は 正 当化 し

て い た の で は な い だ ろ うか 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス よ り も大 き

な試 練 に あ っ た とで も言 うの だ ろ うか 。 いや ， その よ うな

こ とは な い 。 私 は そ う考 え て心 を取 り直 し ま した 。
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自分の態度が変わるにつれて，母親 としての生活も変化

しました。これ まであげた聖句が鏡のように， こうならな

ければいけないという本当の姿を映 し出しました。私は子

供 たちを変えようと頑張ってきたのですが，変わらなけれ

ばならないのは 自分でした。立派な母親になるために立派

な人間にならなければならないことをようや く知って，万

事に落着 きを得たのです。

頓.師9朱 蜘ざな男三気庖取紘 ず之_塑 空養滋筒よ
う.にな.りま.、し血。私はあるちょっ とした経験か らこのこと

を心に強 く感 じました。 日曜日の服を取 りに4歳 の子を自

分 の部屋に行かせた時のことです。15分 しても戻って来な 、

いので，なぜだろうか と部屋まで見に行 きました。すると

服のかごにボールを投げ入れているではあ りませんか。

私はしかることなく， こう言いました。 「まあ， よく入

るのねえ，びっ くりしたわd彼 はばつが悪そ うに笑って，
「だからやってるの

。びっくりさせ ようと患 って」 と言い

ました。私にすれば服 を見つけて くれた方がよかったので

すが，彼が一生懸命私 を喜ばせようとして くれたことに胸

が熱 くな りました。また彼が私に対 して悪びれることな く

自分の気持を示 して くれたこともうれ しいことでした。私

は 自分の短気 を抑えることができて，子供 と良い気持 を通

わせ ることのできる祝福 を知 りました。

私はこのような数々の経験か ら， 「なかなか進歩の見ら

れない状態」 も主の計画のひ とつであ り，自分 も主の助け

をいただいて主が望んでおられるような母親になれるとい

う信仰 を持 ちました。道は長 くて大変でしょう。子供たち

の しつけや教育で時々間違 うこともあるで しょう。でも目

標 に到達できることを，私は知っています。子供たちにし

つけ をしながら， 自分 も進歩するということがわか りまし

た。苦労は私を強 く鍛え，摩擦は私の性格 を丸 くみがいて

くれます。

私には，主が私たちを愛 して下さるとい う証があ ります。

私たちは本当に神 と協力 して，小さな霊たちをこの世 に迎

えます。私たちは大きな報いを受けることで しょう。最後

の結果だけでなく，それまでの間に霊的な進歩をも経験で

きて。主はこの世界を未完成のまま，教訓と証を増 し加 え

ることのできる状態のまま， また能力をさらに引き出せ る

状態のままに残 して行かれ ました。私たちが主のみ業に携

わ り，主の栄光 にあずかれるようにするためです。結果が

報い となるばか りでな く，その手段 も私たちをみが き，清

め，やがて私たちが天父にお会いするときに，きっと天父

はよくやったと私たちをほめて下 さることでしょう。

(ク ロー デ ィア ・テ ッ ドウ ェル ・ゴー テス ソル トレー ク ・

エ ミグレー シ ョンス テー キ部 フ ェデ ラルハ イ ツワー ド部 所属

の主婦 ，教 会教 材 開発委 員会 で著述 家 として働 いて い る。)
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太 陽が あの 山の向 こ うに沈 む こ ろ じゃ っ た。

何 か こ とが起 きた とき も,鐘 は 鳴 っ た。 あ

れ は,大 きな なだ れ が起 きた ときだ っ た。

鐘 の音 を聞 い た男 た ちはみ んな,な だれ の

下 じきにな った人 を助 け にか け つ け 々d

｢み んな助 か っ たの?｣

｢助 か った
。 あれ は,き せ き じゃっ た。

うまい ぐあい に 雪 の 中 に ほ ら穴が あ って

なd

お じい さん は,ひ と りうなず く と 塔 の

方 を見や りま した 。

｢昔 は いつ で も鳴 った ものだd

｢お じい ち ゃん
。 ぼ く,す ご く鐘 の音 が

聞 きた いん だ｣

｢そ うか
。 多分 聞 け る じゃろ う。 も う

一 度 村 長 さん にお願 い してみ よ うd

ハ ンス とお じい さん は,村 長 さん をたず

ね ま した。 で も,村 長 さん は,し ょ うち し

て くれ ませ ん で した。

｢で きな いね 。鐘 を鳴 らす 係 は いな いか

ら｣

村長 さん の冷 た い返事 に,ハ ンス はや っ

きにな って 言 い ま した。｢ぼ くが 鳴 ら しま

す ざ ぼ くの家 は い ちばん塔 に近 いん です 。

ぼ くな らで き ますd

｢こ ど もには む りだ｣

｢日 の 入 りな ら こ ど もだ って わか りま

す よ｣

｢で も,何 か こ とが 起 こ った ときは ど

うな るか な｣議 員 た ちは,く ち ぐち に言

い ま した 。

｢ぼ くな ら だ い じょ うぶ です｣ハ ン

ス は,自 信 た っぷ りに 言 い ま した。

す る と 村 長 さん は,大 きな あ くび を し

なが ら言 い ま した。｢問 題 は そ こだ.。村 で

は もうずっ と長 い間 大 きな事偉 は何 も
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起 きて い な い 。 な だ れ も,洪 水 も な か っ た 。

火 事 だ っ て 一 度 もな い 。 鐘 は な くて も い い
､

んだd

議 員 た ち も同 じ考 えで した1ハ ンス は,

村 長 さん め腕 にす が りつ くと,言 い ま した。

｢で も,も し何 か あ った ときは 鳴 ら して

もい いで し ょう?｣

村長 さん は,ハ ンス の熱 心 さに負け て,

ゆ る して くれ ま した。

村 は,前 と少 し も変 わ りませ んで した。

で も ハ ンス は,村 長 さん との約 束 をわす

れ ませ ん で した 。春 に な りま した。ハ ンス

は,毎 日 日が の ぼ る と 牛 を追 って 山に登

り,夕 方 に は ふ も との家 に帰 って きま し

た。

あ る 日,ハ ンス は牛 を さ くの 中に追 い こ

む と,さ くの一番 上 に こ しか け ま した。 そ

ば で,お じい ざんが ミル ク を しぼ って い ま

す 。 ジ ャー ッ。 ジ ャー ッ。 白い ミル クがバ

ケ ツ の 中 で こん9も りあ わだ って い ます 。

ハ ンス は,ふ と 西 の空 を見や りま した。

太 陽が 空 をあか ね色 に そめ て,雲 の切 れ

間か ら金 色 の光 が こぼれ て い ます 。 夕 日に,

ふ も との湖 もキ ラ キ ラか がや いて い ます 。

｢な ん て きれ い な夕や け だ ろ う｣

ハ ンス は,あ ま りきれ いな の で ただ う

っ と りして い ま した。

｢ほ う
。 み ご とな夕 や け じゃ,｣お じい

さん も 乳 しぼ りの手 を休 め て,西 の空 を

見や りま した。

｢そ うだ
。 きっ と み ん な も見 た いに ち

が いな い!｣,

ハ ンス は,大 声 をあ げ て さ くか ら飛 び

お りる と,塔 に向 か って走 り出 し ま した。

ハ ンス は,村 長 さん との約 束 を思 い だ しな

が ら 階段 をか け登 りま した。



961

。4つ準
･へ･字回⊃1準

孝中⑦》む6`寧1!ソ§丈へq辞ぞX/()

｢!y奉(4丸へq辞。ア2!(毫〉淫1｣

｢壱q1ソ勲

零O宰1!ソ壱(4･へq辞`).勲陛!§¢畢(〃籍｣

04つ準α留⊃1遙}し呈←妾`寧1!ソ§醤韓

｢老誹(〃.創(漁h孝鱈`影睡≠尉胆

警`×/(v。1ソ(ゴニ壱婁尋(ゴ助妥一レ〈〉!管

冒孝日6。老･へつ遅拠へ宰1.餅ぎ`望劇

。4!1準
丸へ}し不⊃ぽ1妾(∠)

堵`き¢勲詳×･<)ぞ!'ソ§頑Q辞ぞ!ソ喜

着耳。4つ準o轡コ牽(嚢9埠つコ⊃に⊃1

`}りを。4つ季焔呈⊃1ンロぞ｢←Tつ⊃1

ぞ=管質。秘り4(宰｣秘(4⊇!Y鼻`ぞ?垂

｢9?.段R27百秘ムム。鐸←妾｣

｢ぞし⊆ア'百日彰秘〉劃`(孝壱q｣

｢畔!ソ←4(4顎日毎`條¢。ア誹･へ酵婁｣

。4∩準皐陛iぞ｢⑦尋
丸へ畔婁⊃1尋1ソ(幸

秘し･へ｣`ぞ〉回孝卑⑦X/(＼/寧1壬(〃缶

｢畔4し誹勲を6尋･へ穿塁㌧婚臼

。⊇!つ準亀)γ

コ毛14遅鴇･去(〆ソ§普具`巽ぞ(〃妾。4

つ準(浮(ン晋孝×･(v2(ンQ`累11y忌着鼻

。4つ季婁陛!ぞ｢乙(∠)

4(ン4ア4卑4し準つ)41･藩4遙(〃4穿詳

`尉!y忌醤蒋秘マ辞を。←アつユ4し誹
･へ穿

馨⊃1⊆ぞ1ソ劃`､(払)｣`そし妾寧1×･<v

喰4･へ尋･ンQ⊇!し誹勲を6(〃

詳4。γ(外字つ毛洋1ぞ?喰孝(セ善4丸へ｣

。4｢準o身3Q尋(Σ

7百孝×･()`半1γ怠碧鼻。.孚.,)･(4/(4(毫

臼4Y具陣詳壽q雲:¥::中捧)チト4辞｣

｢/､老⊇ム侭¢×/く)。丸ヘー窪｣

o
.窪払

/(4/(4尉!ソき普暑｢ノ'頑喜二妥).鍵蚕

⊃に⊇孝×･<)｣｢〆詳=。2尉×/(v｣

。4つ季)
.4孝】萌(}}ぞ

`}
･(ρ導⊃1(ゴ誰4･(ωx･<v割傷4Y鼻

。4つ季η〉
}4日Q評しぞ割韓`》吾(ぎ舅⊃1

･へ詳｢寧1蛋(〃舅鐸4(ぎ`(4←(〃老。4つ

準皐}勲(ン勲･4⊃1阜⑦緒善IY(∠)丸へ吾¥

｢b臼4誹γ4婁,)

｢首寡
,)詑14辞(〃壬(∠)(幸。身!γ(ψ尋津1穿毛1尋

つ鍵劉⊃1×/(V〆誹)侭へO喜｣。4つ準

､o毛博季準誹1ソ§雫1コ1⊥(久⊃(ぎ妥･<萎。乙

≠`寧1!ソさ醤鼻｢ノ£!9妾ぞし壽｣

｢ハへ尋L侭字臼⊃1輩¥η1｣。4つ準

辺一〔1喜(ゴ躍尋つ§昌半孝翫(〃巫?マ覇⊃1乎

し準`躍Y(〃缶｢(ン胃孝畔(ぎ`u辞｣

。4つ
,)[刷翻(〃尊63←ア(4`宰1

弘丼。4つ準婁).甲(ゴ4霧〉老〉設}･へ

陛羅畢(〃鱈`寧1(4こ!Y丼。/(44。･(ζ4

。4つ準姻Q劉｢(ゴ鋤孝籍
･へ勲し丸へ厚`ぞ

O･4(ン孝.乙一ロ0･4しつ,)･圭型尉X･く)



ヘ レ ンが･シ ャー 恥 トと文 通 を始 め た

の は5年 生g)と きです 。 シャー ロ ッ ト

は,ス コ ッ トラ ン ドの ダ ンデ ィー に住 ん で

い ま した。ヘ レ ンは文 通 を通 して,プ ライ

マ リーやMIAの こ と をシ ャー ロ ッ トに知

らせ ま した 。神 殿や ユ タ州 の興 味 あ る場 所

の 写真 も送 りま した。

ヘ レンの ワー ド部 か ら,ブ ルー ス･ド レ

イパー 長 老 が ス コ ッ トラン ドに伝 道 に召 さ

れ たの は,去 年 の こ とで した。 ドレイパ ー

長 老が シャー ロ ッ トに福 音 を教 え る こ とが

で きます よ うに 。 そ う願 ったヘ レ ンは,シ

ャー ロ ッ トの こ とを ドレ イパ ー 長 老 に知 ら

せ ま した 。

1週 間 ほ ど して,シ ャー ロ ッ トか らふ た

りの ア メ リカ人の訪 問 を受 け た とい う手 紙

が届 きま した。｢あ い に くその 日,私 は音

楽会 に 出か け て いて留 守 で した 。 おば あ さ

ん の話 では,長 老 た ちは2時 間 も私 の 帰 り

を待 ったす え,次 の土 曜 日に も う一 度 来 ま

す と言 っ て帰 った そ うです 。私 が家 に帰 っ

たの は,長 老 たちが 帰 った わず か15分 ほ ど

あ とで した 。1日 も早 く長 老 た ちに会 い た

い です司 シャー ロ ッ トは,次 の 土 曜 日が

待 ち切 れ な くて,ヘ レンに手 紙 を書 い たの

です 。

その 次 に シ ャー ロ ッ トか らきた手紙 は,

こん な書 き出 しで した。｢き の うバ プ テ ス

マ を受 け たの はだ れ で し ょ う。 あす,確 認

の儀 式 を受 け るの はだ れ で し ょう。世 界 で

一 番幸 せ な女 の子 はだ れ だ と思 う?そ う
,

もち ろん私 よ｣そ して,シ ャー ロ ッ トと

お母 さん が わずか2週 間 で改 宗 した こ とが

書 いて あ りま した。

そ の後 も,シ ャー ロ ッ トは教 会 の活 動 や

新 しい友達,支 部 の ロー ドシ ョー に 出 た こ
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とな どにつ い て,次 々 と手紙 を書 い て きま

した。

8月21日 付 の手 紙 で,次 の よ テに 書 いて

･います 。

｢こ の こ とを あな た にお知 らせ しない わ

け に は ゆか な いわ 。 モル モ ンで あ る とい う

こ とで,本 当 にす ば ら しい経験 を したの で

す 。

ス コ ッ トラン ドに は末 日聖 徒 の学 校 が な

い の で,私 はバ プ テス マ を受 け て か ら もハ

リス･ア カデ ミー に通 っ て い ます 。長 老 派

の学校 な の で,生 徒 は み ん な プ ロテ ス タ ン､

トです 。学 校 で は毎週,宗 教 の 時 間 が あ り

ます 。勉 強す るの は もち ろ ん長老 派 の教 え

です 。 だか ら,バ プ テスマ を受 け て か ら も,

私 た ちが す る こ とは聖 書 を読 む こ とだ っ た

の で,前 と少 し も変 わ りませ ん で した。 で

も今 年 は違 い ます 。先 生 が,宗 教 の 時 間 は

正 規 の授 業 では ない の で討 論 の時 間 にす る

とお っ しゃ っ たの です 。 先 生 は私 た ちに質

問 した い こ と をひ とつ だけ書 くよ うにお っ

しゃい ま した。

で も私 は6つ 質 問 しま した。 答 えは全部 覧

知 って い た け れ ど,先 生 に末 日聖 徒 の教 え

を教 えて あ げ たか っ たの です 。

私 が 質 問 した の は次 の6つ です 。(1)黙 示

録14:6の 解 釈,(2)1コ リン ト15;29(死

者 の ため のバ プ テ スマ)の 意 味,(3)イ エ ス

･キ リス トの本 当 の教会 は どこか,(4)神 会

の 本質(3入 が 同一 の御 方 で あ るの か,3

人 の別個 の御 方 で あ るか),･(5)バ プ テ スマ

の正 しい方 法,(6)バ プテ スマ を牽 け る理 由 。

私 の ほか に質 問 を書 い た人 は だれ もい ま･

せ ん で した。 とに か く,そ れか ら2週 後 の

きの う,私 た ち は天 父が どん な御 方 であ る

か につ い て話 し合 うこ とに な りま した。 し
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つ ぜ めが運 河の上をたのしそラに と
び か っ て い ます 。 雨 の きせ つ も お わ っ

て,と て も よ い 天 気 で す 。 で も ス マ リは,

ち っ と も うれ し くあ りませ ん 。

｢ど う し た ん だ い
。 き ょ う は,は じめ て

い ち ば に 行 く 日だ っ て い うの に｣お 兄 さ

ん の ポ テ が,舟 を こ ぎ な が ら 言 い ま した 。

｢さ あ
,元 気 を 出 し て｣

｢だ め よ
。 こ わ くて｣

｢こ わ い っ て?｣ポ テ は わ ら い ま した
。

｢お 兄 ち ゃ ん の い じわ る｣

｢ご め ん ごめ ん
。 ぼ くが 悪 か っ た よ。

で も,な ぜ こ わ い ん だ い?｣

｢知 ら な い 人 に 話 しか け るの い や な の
。

だ か ら,や さ い は 売 れ な い｣

｢そ れ だ け?じ ゃ
,ぼ くが 売 り方 を お

し え て あ げ る よ｣

ポ テ は ス マ リに 大 切 な こ と を全 部 お し

え ま し た 。 で も ス マ リは,ま す ます お び

え る ば か りで し た 。

｢お 兄 ち ゃ ん
,お ね が い 。 き ょ う'は,や

さ い 売 ら な くて もい い で し ょ う。 わ た し に

で き っ こ な い こ と わ か っ て る の に 。 ほ か

に す る こ とが あ る もの｣

ス マ リは,い ろ い ろ な 手 をつ か っ て お

ね が い し ま し た 。 で も お 兄 さ ん の き も ち

をか え る こ とは で き ませ ん で した 。

｢さ あ
,着 い た よ｣ポ テ は,ス マ リに

オ ー ル を わ た しな が ら い い ま した 。

｢じ ゃ
,ぼ くは 行 くよ 。1日 だ け だ か ら

ね 。 い っ た とお りに す る ん だ よ。 か ぞ くみ

ん な が あ て に して い る ん だ か らね｣

｢お 兄 ち ゃ ん
,行 か な い で … 一｣

｢し っ か りね｣ポ テ は舟 か ら ひ ょい

と とび お り る と,.た ち ま ち 人 ご み の 中 に 消

え ま し た 。

軍河のいぢば

お は な し:シ エ リ ー･ジ ョ ン ソ ン

:デ ィ ッ ク･･ブ ラ ウ ン
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覚 まし時計のけたたましい音で目を覚 ましました。
目 「も う起 き る時 間 な の?あ あ

， いや だ な あd

ジー ジ ー と い う うる さい 音 が や っ と止 ま って ， 私 は しぶ

しぶ 起 き出 し ま した 。

「土 曜 日 よ
， 休 み の 日 じゃ な い 。 ど う して 起 きな くち ゃ

い け な い のd

とは 思 い なが ら， 私 は 薄 暗 が りの 中 をね ぼ け ま な ご で ガ

ウ ン をひ っか け， ス リ ッパ をは い て ゆ っ く り ドア の 方 に行

き， 立 ち ど ま っ て ノー トと鉛 筆 と聖 典 を取 り上 げ ま した 。

L体 ど うい う こ とな ん だ ろ う?」 私 は 考 え ま し た
。 「こ

れ が 土 曜 日にす る こ とか し ら?」

私 は ソ フ ァ ー の 傍 らに ひ ざ まず い て お 祈 り し ま した 。 そ

れ か ら ソ フ ァ ー に 腰 か け ， 時 々 ノー トに メモ を と りな が ら

聖 典 を読 み始 め ま した 。 そ して は た と考 え ま し た 。 ど う し

て いつ に な くこん な こ と を した の か し ら， と。 思 い 当 た る

こ とが あ りま し た。 「これ が 新 しい 自分 な ん だ わ 。 福 音 に

飢 え る っ て い うこ とが わか りか け て い る 自分 よd

土 曜 日の 朝 食前 に 聖典 を読 み ， ノー トに メ モ を と り， 瞑

想 す る こ とか ら得 られ る もの は何 で し ょ うか 。 そ う， た く 厚

さ ん の こ と， 多分 永 遠 の 生 命 もで す 。 神 の み 言 葉 に 飢 えて ，!、

醗1難 膿1幽 禦懇/デ

諜 撮雛騨弩灘1ゑ勝
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よう!私 たちもその知恵が得 られるのでしょうか。それ

ともこの知恵はごく少数の人に与えられる特別な賜なので

しょうか。スケジュールが一杯で無我夢中で過 ごした高校

生活。その中で私 は，ニーファイのようにみたまにとらえ

られた り，ジョセブ ・ス ミスのように主を知 ることができ

たらどんなにすばらしいだろうと考えた ものです。けれど

も，大勢の人と同 じように，一歩踏みとどまって深 く考え

る必要のあることをまだ知 りませんでした。ニーファイや

ジョセブ ・スミスは，一歩踏み とどまって深 く考えました。

しか し，私はそうはしませんでした。

深 く考えるというのはどういうことでしょう。

私にはそれまで深 く考えるとい う経験がなかったので，

それが どうい うものかわか りませんでした。ただ， 自分は

忙 しす ぎると思いました。あなたも，急いでいる時は深 く

考 えることができないと思います。

私は聖典 を読むことを習慣 としていました。(時 間の都

合がつ く時に)ほ かの本 と同じように，話の内容 を知 るた

め と， またかけ らほどの知恵を得 るためにさっと読み流 し

ていました。私は聖典 を消化す るにはゆっ くり読み，忘れ

ていた思考術に活を入れてそこから学ばなければならない

ことを理解 していませんでした。 日々多 くの事柄に追われ

て静かに瞑想する時間はないと，誤解 していたのです。

多忙な大学時代の最後の年に，私は 日曜学校の教師に召

されました。それは，主の王国の教義を熟考するように と

いう，チャレンジのかたちで与えられた主の賜でした。私

は真理に基づいたレッスンができるように，聖典を繰 り返

し繰 り返 し読 んで，福音 を二つ一つ苦労 してゆっ くりと

かみ くだかなければな りませ んで した。時 間がか な りか

かるので時々息抜きをしましたが， しか しこの賜は貴重で

した。それは長い間乾いていた私の魂の小さな芽に注がれ

た水のようなもので した。 こうして私は，神の聖者が神 と

福音について知るようになった過程 を，わずかなが ら知 る

よ うにな りました。それは選ばれたごく少数の入だけの賜

ではな く，従順の律法 と長時間の研究に基づいた祝福なの

です。

私は朝早 く聖典 を読むことから，深 く考え，探究するた

めに必要な基本を幾つか知 りました。

1.聖 典 を読む前に必ず祈 る 心 を落ちつけ，世の雑

事 を忘れて下さい。また，読みなが ら祈 って下 さい。福音

の概念に強い印象 を受けた時や，疑問が生 じた時には，た

めらわずに天父に尋ねて下 さい。

2.手 の届 く所に紙 と鉛筆 を用意 してお く 霊の鼓舞

される機会であるので， 目標や良い考えや独創的な考えが

頭に浮かんだら，忘れないうちに書き留めましょう。

3.ゆ っくり読む この勉強は競争ではありません。

寝 る前に決められた章 を必ず読 まなければならないという

ことはありません。ひとつの章や節に何 日かかってもよい

のです。聖句を暗記 して下さい。今の生活に大きな力を及

ぼす隠された意味が，やがてわか って くると思います。

4.聖 典 を読みながら自問 自答する 私は聖餐の祈 り

を読みなが ら(「永遠の父なる神 よ，われ ら御子イエス ・キ

リス トの御名によりて願いたてまつ る。ここにこのパンを

いただ くすべての人々が，御子のからだの記念にこれをい

た だ くよ う， また 喜 び て御 子 の 御 名 を受 け ， 御 子 を常 に 忘

れ ず ， ま た そ の 下 した まえ る誠 命 を守 る こ と を永 遠 の 父 な

る神 の御 前 に証 明 し， か くして 御 子 の 『み た ま』 常 に 一 同

と共 に ま し ます よ う， こ の パ ン を祝 い き よめ た まえ 。L〔モ

ロナ イ4：3〕)， 疑 問 の 箇 所 を考 え， 答 え を求 め ま した 。

(a)自 分 は御 子 の み 名 を受 け た い とい う気 持 を天 父 に 示

し て い るだ ろ うか 。 ど うす れ ば それ が で き る だ ろ うか 。

(b)常 に 御 子 を忘 れ な い とい う こ と を， ど の よ うに して

証 明 で き る だ ろ うか 。

(c)自 分 は いつ も御 子 を忘 れ ず に い る だ ろ うか 。 ど うす

れ ば そ れ が で き る だ ろ うか 。

(d)「 き よめ 」 る とい うの は ど うい う意 味 か 。

こ の よ う な こ と を じっ く り考 え て い る う ちに ， そ れ まで

知 ら なか っ た もっ と深 み の あ る 自分 を発 見 し ま した 。私 は

疑 問 が わ くと主 に祈 ります 。 疑 問 を持 つ と， 私 は心 の 扉 を

開 いて ， 聖 霊 が 入 る よ うに し ま し た。

.5.日 に何 度 で も， 深 い意 味 を知 りた い と思 っ て い る

こ と に つ い て 深 く考 えて み る た とえ ば ， 「あ な た 自身

の よ うに あ な た の 隣 人 を愛 さ な け れ ば な らな い」(レ ビ19

：18)と い う真 理 を考 えて み て下 さ い。 こ の 聖 句 を繰 り返

し， 自分 の行 動 を 反 省 し， こ れ を小 さ な カ ー ドに 書 い て持

ち 歩 くの で す 。

この よ うな こ とは す べ て ， 自分 か ら進 ん で 時 間 を取 るか

否 か に か か って い ま す 。 なぜ な ら， 日々思 い を新 た に して

取 り組 ま な け れ ば な らな い問 題 だ か ら です 。 こ うす れ ば新

鮮 な 見 方 が で きて ， 心 が 満 た さ れ る こ とで し ょ う。 また生

活 に新 しい指 針 が 得 られ ， 日々 啓示 さ え受 け る ご とが で き

る で し ょ う。

こ の よ うに 深 く考 え る習 慣 を 見 に つ け れ ば ， 福 音 や 自分

の 使 命 ， ま た神 の 栄 光 に つ い て， 真 実 の 深 い理 解 が 得 られ 』

ます 。 ま た， 思 案 を重 ね る と， 聖 霊 の も た らす快 い平 安 を

容 易 に 心 に受 け て ， 自分 の 存 在 を真 理 で照 らす こ とが で き

る よ うに な り ます 。 そ れ は 福 音 の栄 光 ， 英 知 の 栄 光 です 。

私 は そ の こ と を経 験 し， 何 もの に も換 えが た い 喜 び と感 激

に 満 た され ま した 。

「汝 の 心 を 内 に 燃 や さ んd(教 義 と聖 約9：8)

「そ の 光 は
， 汝 らの 眼 を明 る くす る彼 に よ りて 来 り。 而

も ま た 汝 らの 理 解 を生 か す 光 と同 じ光 な りd(教 義 と聖 約 』

88：11)

愛 す る予 言 者 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス大

管 長 は 言 い ま した 。 「私 は これ ま で の 生 涯 ， 福 音 の 原 則 を

研 究 し， 思 索 を重 ね ， 主 の律 法 に 従 お う と努 め て きた 。 そ

の 結 果 ， 主 とそ の み 業 と， また 地 上 で主 の 目 的 を推 進 し ょ

う と努 め るす べ て の 人 々 に対 す る大 きな 愛 が 心 の 中 に 湧 い

て き た司(CoガeγeηcεRepoπ 「大 会 報 告 」1971年10月 ，p.6)

深 く考 え る時 間 を取 っ て下 さい 。 そ れ が ， こ の現 世 で 想

像 を絶 す る 喜 び と知 識 とを得 る鍵 なの で す 。

「わ れ こ れ ら の 言 を汝 らに 残 す は
， わ れ 近 き に 在 る間 に

汝 ら わ れ を呼 べ と言 うわ が 与 う る誠 命 を汝 らが 心 の 中 に 思

い廻 らす た め な り。 す な わ ち わ れ に 近 づ け ， さ らば わ れ 汝

らに 近 づ か んd(教 義 と聖 約88：62-63)
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愛する先祖たち リ ン ダ ・K・ ホ フ マ ン

私 の友だち力榊 殿を浮彫 りにした・表紙が厚 くて糸脹
い真 っ 白 な本 を持 って き て， 「覚 え の書 だ よ」 と言 い

ま した 。 中 に は オ ル ソ ン ・プ ラ ッ ト とか ジ ョー ジ ・Q・ キ

ャ ノン とか ， ウ ッ ドラフ や ビー ズ リー な ど見覚 え の あ る写

真 もあ り ま し た 。ペ デ ィ.グリー チ ャー トに は 王 や 王 妃 や 公

爵 の 人物 寸 描 が あ っ て ， そ の後 に は ペ ー ジ ご とに伝 記 や 自

叙 伝 や 逸 話 や ， 立 派 な 開 拓 者 た ち の 話 や 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス との 交 流 の 回 想 録 な どが ぎ っ し り書 い て あ っ て ， た

だ 驚 くだ け で した 。 一 緒 にペ ー ジ を繰 りな が ら， 私 は そ う

い う家 柄 に生 まれ た 彼 が う らや ま し くな りま した 。 私 は改

宗 者 な の で， そ の よ うな生 粋 の モ ル モ ンの 家 系 とは 無 縁 で

し た。 「恐 れ ず 来 たれ 聖 徒 」 の 歌 詞 を知 っ た と きに そ う思

い ま し た 。私 の 先 祖 は ヨー ロ ッパ か ど こか の農 民 で ， こ れ

と い っ た遺 産 な ど何 もあ りませ ん で した 。

「リン ダ
， ぼ く君 が う らや ま しい よd勝 手 に 夢 想 に ふ け

っ て い た私 に 水 を さす よ う な こ と を言 っ て， 友 だ ち は 本 を

閉 じ， 先 を続 け ま した 。「こ こ に あ るの は み ん な 別 の 人 が し

た こ とな ん だ 。 日付 も話 も写 真 も， セ ン トジ ョー ジ に い る

ま た また い とこ の 人 が ま とめ た ん だ よ 。 で も君 は 白紙 か ら 層

始 め て， 自分 で 見 つ け て い くん だ も ん ね 。 先 祖 た ち が ど ん

な に 身 近 に 感 じ られ る よ うに な るか ， 考 え て ご らん 。 自分

で そ の 人 た ち の こ と を知 る ん だ よ司

自分 の 先 祖 た ち の こ と を知 る!そ れ まで 全 く考 えて もみ

な いζ とで した 。 先 祖 は 立 派 で な くて も偉 くな くて も別 に

か ま わ な い 。私 の 先 祖 な の だ か ら。 そ して 私 は ， そ の 人 た

ちの 血 を受 け て い る。 私 は う らや ま し く思 っ だ こ とを悔 い

改 め て， 家 路 を急 ぎ ま した 。 エ ラ イ ジ ャの み た ま に 包 まれ

て，手には白緯のペディグリーチャー トを何枚か握 りしめ

ながら。

両親 と私 自身の記入はできましたが，祖父母か ら先はあ

まり名前がわか りませんでした。でもそのとき，母がホフ

マ ン家伝来の物を入れた箱のことを話 していたのを思い出

しました。はたして我家の地下室たは，ほこりをかぶって

19世紀の匂ヤ・がす るようなタバコ入れの箱がふたつ，古 タ

イヤの後ろに押 し込 まれていました。私は宝の箱を見つけ

たのです!冷 たいコンクリー トの床にぺ たんとすわって，

金物やホースや鋳物に囲まれなが ら，私は 自分の先祖 と対

面を始めました。その箱の中には，曽祖父の死亡告示が載

っている1907年 の新聞の切抜きや，1883年 にスウェーデン

で大おじが もらった通信簿，30セ ンチほどに切 った祖母の
〔

金髪，5代 に渡 って親の名前が裏に図示 してある封筒，ラ

ベルはないけれどた くさんの写真，1860年 頃曽祖父母がス

ウェーデンで交際 していた当時の手紙の， さわったら壊れ

そうな小さな束などが入っていましたポ私はかび臭 くて湿

っぽい地下室で，涙なが らに感謝の祈 りを捧げました。そ

して祈 りながら， 自分はひとりぼっちではないことを知 り

ました。

それか らの数 ヵ月，私はその宝物 を調べました。母か ら

は家族について思い出せ ることを全部聞き出しました。母

は写真のラベル張 りや家族関係の整理 を手伝って くれまし

た。私はスウェーデンの昔の習慣 を勉強しました。先祖が

住んでいたあた りの古い地図を調べ，スウェーデン民謡 を

聞き，スウェーデン語 も少 し勉強しました。先祖が実際に

どういう人たちだったのか ということがわかってきました。
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ゲ ル ダ とい う 人 は母 方 の 祖 母 で す が ， 感 受 性 が 豊 か で 働 き

者 の 美 しい看 護 婦 で した 。 カー ル ・ヨハ ンは ふ さ ふ さの あ

ご ひ げ の駅 長 さ ん で， 弁 護 士 の よ うに 助 言 を した り争 い ご

と を鎮 め た りし て い ま し た。 カ ー ル ・ヨハ ンの 妻 の ゆ リア

・ク リス チ ナ は ず ん ぐ り太 っ な頑 丈 そ うな 人 で
， 夫 を心 か

ら愛 し， 聖 書 を よ く勉 強 して い ま した 。 ア グ ネ ス ・シ グ リ

ド ・ア ル フ レ ダ は ポ リオ の 予 防接 種 の 実 験 期 に ， 接 種 を志

願 して 不 幸 に も不 具 に な っ た 人 で す 。 ま た ， 曽祖 父 の 父 の

ア ン ダー ス は1880年 に この よ うに 書 い て い ます 。 「も し今

で き る こ とな ら， 主 が ， 健 康 を お 恵 み 下 され ば 君 に 会 い に ，

釣 糸 と木 靴 の 材 料 を持 って 行 きた い もの だd私 は この よ

うな 先 祖 をみ ん な， 生 きて い る 人 の よ うに ， 自分 の 親 の よ

うに 大 好 きだ と思 い ま した 。

で も ま だ， ペ デ ィ グ リー チ ャ ー トは 空 白で し た 。や が て ，

入 手 し た 日付 や 場 所 を持 って 行 っ て ， 儀 式 が で き る よ うに

証 明 す る 日がや っ て き ま し た。 マ イ ク ロ フ ィル ム に撮 られ

た 誕 生 記 録 を1巻 き1巻 き ズー ム ア ッ プ して ， 丸1日 半 ，

違 う州 や 郡 や 町 や 別 の年 を， マ イ ク ロ フ ィル ム リー ダ ー に

へ きえ き して操 作 が いや に な る ほ ど見 続 け た あ げ く， よ う

や く見 慣 れ1た名 前 が 見 つ か りま した 。「ゲ ル ダ ・レ ジ ナ1880

年3月22日 ， 父 一 カー ル ・ヨハ ン ・ニ ル ソ ン， 母 一 マ リア

ク リス チナ ・ヤ ンデンレス ドッテ ル」祖 母 の 誕 生 記 録 が 見 つ か

っ た の です!私 は ま た感 謝 の 祈 り を捧 げ ま した 。 そ の と き

に も， 自分 が ひ と りぼ っ ち で は な い こ とを知 りま した 。 そ

れ か ら何 時 間 もか か っ て違 う リー ル を幾 つ も見 て ， 調 べ た

名 前 で 照 合 で き る も の は 全 部 照 合 が す み ， こ れ か ら調 べ な

け れ ば な ら な い新 し い名 前 も集 ま り ま し た。 私 は 記 入欄 に

書 き込 み， 確 か め な お し て， 心 か ら愛 して い る 人 た ち の た

め の 手 続 きに それ を ソル トレ ー ク ・シ テ ィに 送 りま した 。

系 図 調 べ を続 け る と き に， 私 は ダニ エ ル ・ウエ ブ ス ター

(ア メ リカ の 政 治 家)の 次 の 言葉 を思 い 出 し ます 。

「先 祖 との 契 り を深 め
， そ の模 範 に 思 い をは せ な が ら人

柄 を学 び，，情 を共 に し， 精 神 を吸収 し， 労 苦 を し の び， 苦

難 を思 いや り， 成 功 や 勝 利 は喜 ぶ こ とに よ って ， 自己 と先

祖 の 存 在 は 混 交 し， 彼 らの 時 代 に い る思 いす らす る 。私 た

ち は 先 祖 の 同 時 代 人 とな り， 彼 らの 人生 を生 き， 彼 らの耐

え た こ と を耐 え， 彼 らの 享 受 した 喜 び に あ ず か るd

私 た ちが イ エ ス ・キ リス ト教 会 の 会 員 と して ， 神 権 の儀

式 に よ っ て結 び 固 め の 力 に あず か る恵 み を先 祖 に も分 け て

あ げ られ る の は ， 何 と素 晴 ら しい 特 権 で し ょ うか 。 私 は エ

ラ イ ジ ャの み た まが ， 何 に も代 え が た く貴 い もの で あ る こ

と を知 りま した 。 私 は今 ， 自分 の 先 祖 た ち を知 っ て い ます

し， 愛 し て い ます 。 白い 衣 装 をつ け て 水 の 中 に 立 ち， 立 派

な神 権 者 が 何 回 も 「リ ン ダ ・ケ イ ・ホ フマ ン姉 妹 ， わ れ は

イ 土 ス ・キ リス トよ り権 能 を受 け た れ ば ， 天 父 と御 子 と聖

霊 との 御 名 に よ りて， す で に こ の世 を去 り しゲ ル ダ ・レ ジ

ナ ・ネ ル ソ ン の 身 代 り と して 汝 に が プ テ ス マ を施 す … … 」

と言 っ た と き， 私 は先 祖 の 存 在 を実 感 と して 感 じま した 。

だ れ か が そ の 身 代 りの儀 式 を受 け 入 れ て い る こ とを， 私 は

神 聖 な 方 法 に よ って ， は っ き り確 信 して い ます 。 私 の先 祖

は 偉 い 人 で も高 貴 な 人 で も あ りませ ん 。 で も彼 ら は今 も永

遠 に も私 の先 祖 で す し， 私 は 彼 らの 子 孫 な の で す 。
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ジャワの小さな村 に

見た信仰

ゲ イ レ ン ・S・ ガ ー

同僚 の ロバ ー ト ・ブ ラ ウ ン長 老 と ジ ャ ワ 島 に あ る ス ラバ

ヤ 市 で働 い て い た 時 の こ とで あ る。 ジ ャ ワ 島 は イ ン ドネ シ

ア ・ジ ャ カル タ伝 道 部 に属 す る。 帰 宅 した ば か りで ， 夜 の

常 食 とな っ て い た マ ル タバ ク(ピ ー ナ ツ とチ ョ コ レー トを

入 れ た パ ン ケー キ の 一 種)の 用 意 を して い る と， 雇 い 人 の

ソー キ ミン(彼 も長 老 で あ っ た)が 入 って きて， た っ た今 ，

い とこが 重 病 だ とい う手 紙 が 届 い た と言 っ た 。 手 紙 に は ，

あ ら ゆ る手 を尽 く した が ， も う手 遅 れ だ と医 者 に 言 わ れ た

こ とが 書 い て あ っ た 。

ソー キ ミンの 話 を聞 い た後 ， 私 た ち は何 か 手 伝 え る こ と

が な い か 彼 に 尋 ね た 。 す る と彼 は ， 村 まで 一 緒 に 来 て い と
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こ を祝 福 して 下 さい と答 え た 。 私 た ち が 承 知 して ， いつ 出

か け た ら よ いか と聞 く と， 「明 朝 で は ど うで し ょ う」 と言

う。私 た ちが そ う し ます と答 え る と， 彼 は私 をわ しづ か み

に して ， 「あ りが と う， あ りが と う， これ で い とこ は助 か

り ます 」 と言 っ た 。 私 た ち は彼 の 信 仰 に ひ ど く胸 を打 た れ

た 。

翌 朝 は4時 に 起 き，3時 間半 か か っ てバ スで ソ ー キ ミン

の 村 へ 行 っ た 。 田 ん ぼ に 囲 ま れ た 小 さ な農 村 だ っ た 。 ソー

キ ミン の家 は 竹 ぶ きの 壁 の小 さな 小 屋 だ った 。 病 気 の い と

こは ， 本 当 に 今 に も死 に そ うな 様 子 でベ ッ ドに横 た わ っ て

い た。

私 た ち は い と こ に， 自分 た ち が 何 者 で， 何 の た め に 来 た

か を説 明 し1祝 福 を受 け た い か ど うか 尋 ね た。 す る と彼 は

受 け た い と答 え た 。

私 た ちは 彼 に 油 を注 い で祝 福 して か ら帰 り支 度 を した 。

しか し， 私 た ち が 来 た こ とが 村 中 に知 れ 渡 っ て い た 。 そ し

て 人 々 は 病 人 を連 れ て 来 る と， 祝 福 を求 め た 。 ひ と り， ま

た ひ と り， そ して も うひ と り とや って き た 。祝 福 を施 して

い る と， 主 の 時 代 に貧 者 た ちが 病 人 を連 れ て 来 て 祝 福 を求

め た 様 子 が， ま ざ ま ざ と頭 に 浮 か ん だ 。福 音 が 宣 べ 伝 え ら

れ る地 で は 必 ず こ うで あ る と， 私 は 考 え た 。 そ の 日， 東 部

ジ ャ ワ の あ の 小 さ な 村 で 私 た ちは 神 権 の 力 を悟 り， それ が

民 の 間 に 引 き起 こ した 信 仰 に 心 が へ り くだ る思 い だ っ た 。

帰 宅 して数 日後 ， ソー キ ミンは い とこ が 全 昧 した と い う手

紙 を受 け 取 っ た 。

「 しっ
， 静・か に 。

逃 が して あ げ ま しよ う 」

C・V・ ス ヘ ン サ ー

牧 師 た ちは 長 い 間秘 密 組 織 を作 り， 結 束 を 固 め て き たが ，

や が て 大 胆 に な っ て き た 。私 が 地 方 部 の 各 支 部 を巡 回 して

い た 時 の こ と， 路 上 で， イ ギ リス の ノー リ ッチ で 何 か 悪 い

こ とが 起 き て い る と警 告 を受 け た。 私 は す ぐ さ ま ノー リ ッ

チ に 向 か っ た 。 と こ ろが ， 自分 の部 屋 ま で行 か な い うち に

ふ た りの 兄 弟 に 会 っ た 。 彼 らの 言 う こ とに は ， 「セ ン トア

ン ド リュー ス ホ ー ル で 反 モ ル モ ン の 大 き な集 会 が あ る 」 と

の こ と で あ っ た 。

私 は 返 事 を し た。 「結 構 だ 。 支 度 を して か ら， 私 も 出か

け よ うd兄 弟 た ちや そ の 他 出会 っ た 人 々 は ， 口 々 に 行 か

な い で くれ と言 っ た 。

ホ ー ル に 着 く と， 会 場 に は 人 が い っ ぱ い で ， す わ る席 が

な か っ た 。壇 上 を 見 る と， ノー フ ォー ク とサ フ ォー クの そ

う そ うた る牧 師 が17人 ほ ど， 深 々 と椅 子 に す わ っ て い た。

私 は 「自分 も聖 職 者 だ 。 あ そ こに 座 っ て よか ろ う」 と考 え

た 。 そ こで 壇 上 に上 が り， 腰 をお ろ した 。 そ の 集 会 に は2
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千 人が 出 席 して い た 。 当 時 セ ン トア ン ド リュー ス ホ ー ル は

イ ギ リス で も3本 の 指 に 入 るほ ど の立 派 な ホー ル で あ っ た 。

会 は午 後 の2時 半 頃 に始 ま って い て ， 私 が 入 っ て 行 っ た

の は5時 頃 だ っ た 。8時 半 に な っ て 司 会 者 が ， 今 日ノー リ

ッチ の 市 民 た ち を対 象 に行 な われ た 自分 た ち の 組 織 の 堂 々

た る公 開 の あ とで ， 反撃 を試 み る 度 胸 と不 敵 さ を持 っ た ，

哀 れ な モ ル モ ン教 会 の 会 員 が こ の 会場 に も しい る な らば ，

話 の 機 会 を 与 え る と発 表 し た。 全 会 衆 の 目が 私 に 注 が れ た

こ とは 言 う ま で もな い 。 こ の誘 い は 牧 師 た ちの 仕 掛 け た わ

な だ っ た 。 私 は 前 か ら6列 目の 席 で ， どの 列 も 反対 者 た ち

で い っ ぱ い で ， そ の上 ひ と り も通 り道 を作 って くれ な か っ

た ため ，説教 壇 に上 が る こ とが で き な か っ た。私 は祈 った後 ，

前 の ふ た りの 牧 師 の 頭 に 手 をか け て わ きへ どか せ ， 彼 らの

座 席 に 飛 び 乗 っ た 。 そ の よ うに し て私 は 説 教 壇 まで 行 っ た 。

言 っ た こ との 大 半 は そ の 時 も覚 え て い な い し， 今 で も思

い 出せ な い が ， 話 の終 わ り近 くに は 会 場 に背 を向 け て 説 教

者 た ち に 向 か って 話 して い た 。 彼 らピ 面 と向 か っ て 言 っ た

言 葉 の 最 後 は こ うだ っ た 。 「あ な た 方 は不 信 者 だ 。不 信 者

を作 っ て い るの は あ な た 方 だ 。 自分 た ち の 思 想 で， キ リス

トや 使 徒 た ちの 約 束 され た賜 と祝 福 に あ ず か る望 み を もみ

消 して い る。 私 は 主 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て あ な

た 方 に予 言 す る 。 今 日の あ な た 方 の 労 苦 は ， 私 の 説 く福 音

に 何 百 人 も の 人 を帰 依 させ る こ とに な る で し ょ うd

私 が 語 り終 え た 後 ， 司会 者 は モ ル モ ン経 か ら読 も う と し

た が ， 読 む こ とが で きず ぶ るぶ る震 え た 。 ま た 別 の 者 も読

も う と し た が ， 同 じよ うに な っ て 断 念せ ざ る を得 なか っ た。

私 の 立 っ て い た 所 か ら玄 関 に 通 じ る階 段 が あ り， 私 は 集

会 後 早 々 に そ こか ら退 散 し よ う と思 っ て い た 。 しか し， そ

こ に 行 く とい っ ぱ い の 人 で あ っ た 。 いや 人 と い う よ り悪 魔

の よ うだ っ た 。 彼 らは ， 「や つ は ど こ だ 。 八 つ 裂 きに し ろ 。

川 へ 投 げ 込 め 」 な ど と叫 ん で い た 。

ほ か の み ん なが 私 を捜 し まわ って い る中 で， マ ン トを着

た 背 の 高 い 男 が 私 を見 つ け た 。 彼 は近 づ い て 来 る と私 をマ

ン トで す っぽ り覆 い ， さ っ と私 を 脇 に 抱 き寄 せ る と， さ さ

や い た 。 「しっ， 静 か に 。逃 が して あ げ ま し ょ うd彼 は

群 衆 が 押 しあ い へ しあ い して い る 中 を， 私 を玄 関 か ら中 庭

へ ， そ し て さ らに 通 り を1丁 ほ ど離 れ た所 ま で連 れ 出 して

くれ た 。 私 を助 け て くれ た その 人 は そ の 通 りを 自分 の 家 に

向 か っ た 。 そ して 家 に た ど り着 くと石 壁 に は ま っ た ドア を.

どん と突 い た 。 ドア は パ タン と開 い て ， 彼 は 私 を さ っ と中

に 押 し込 み ， ま た そ の ま ま群 衆 と一 緒 に通 り過 ぎて 行 っ た 。

45分 ほ ど して ， 彼 は モ ル モ ン を数 人 連 れ て 帰 っ て きた 。 こ

う して私 は 救 い 出 され ， 守 られ な が ら帰 宅 した の で あ っ た 。

そ の翌 日， 私 は手 に 入 る 限 りで 最 上 の教 会 出版 物 を こ の 入

に 贈 呈 した 。 ど う して 命 を助 け て くれ た の か わ け を尋 ね る

と， ひ た す ら正 義 を愛 す る が た め とい うの が 彼 の 返 事 だ っ

た 。

この 出 来 事 が あ っ てか ら， 伝 道 の業 は か つ て な く進 展 し

た 。 教 会 堂 は文 字 通 りす し詰 め に な り， 片側 の 窓 全 部 を取

り払 って ， 持 って き た厚 板 で建 物 に 沿 っ て 腰 か け 台 を作 る

人 も 出 た 。 ま た， 夜 の 集 会 後 に 出 か け て，17人 にバ プ テ ス

マ を施 す な ど， こ の 時 期 に お び た だ しい数 の 改 宗 が あ った 。

(ク ロ ー デ ィ ア ス ・ビ ク ター ・ス ペ ン サ ー1824年4月2

日， マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ウ エ ス トス ト ッ ク ブ リ ッ ジ の 生 ま れ 。

1847年9月23日 ， ユ タ に移 住 。 専 従 農 民 で，1856年 に 准 州 議 会

議 貝 と な り， ま た ソ ル ト レー ク ・シ テ ィー 市 会 議 員 と し て ， 街

路 管 理 担 当委 員 。 英 国 に2度 ， 合 衆 国 内 で2度 伝 道 し た 。1910

年3月5日 死 亡 。 当 時 ，20人 の 子 供 と38人 の 孫.と6人 の ひ 孫 が

い た 。)
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'L> の 目

青 年

ノ
_P脹_

ノ'痂 ・汐

礁 燕

圭 年時代 とはいつのことだろう。青目

年 とはだれのことだろう。青年時

代 は足早に過 ぎ去る。決 して永遠に続

くことはない。それは他の時代 とて同

じ。そして青年が社会の中にあって特

に優遇 を受けることもなければ，冷遇

されることもない。なぜなら，他のす

べての時代がそうであるように，だれ

もがこの青年時代 を通るか らだ。

青年に言いたい。君たちが 「老人」

と呼ばれる日はそう先のことではない。

その時君に従 う者たちは，君が人生で

何を成し遂げたかを尋ねるだろう。今

の君のように。 疹一 、、

脚
，転 ・

紗 驚
覚えておいて欲 しい。時は嵐のよう

に押 し寄せ，君を十代から二十代へ，

二十代か ら三十代，四十代へ と， また

たく間に押し上げてしまうだろう。そ

してふと我に返ると，もう 「老人」 と

呼ばれる人々の中に入っているのだ。

そのとき君は何 を見るだろう。何を思

つだうつ。

永遠に青年でいられる人はだれ もい

ない。青年時代は回廊のようなもの。

そこに長 くとどまることはできない。

休 む場所はないのだ。そして私たちは

皆老若を問わず互いに尊敬 し合 う必要

がある。それは，私たちの力はあるひ

とつの世代から得 られるのではな く，

人生全体 をどれだけ有益 に過ごせたか

にかかっているか らである。

青年 とはだれのことだろう。青年時

代 とはいつのことだろう。それは，何

かのクラブの ように，入れば永遠にそ

の地位 を保証 されるというものではな

208

い。 そ うで は な ぐ， 人生 の 中 で だ れ も

が ， しか もま た た く間 に通 り過 ぎ る ひ

とつ の 期 間 にす ぎ な い の だ 。

あ あ ， 愛 す る若 き友 よ， 人 生 は 永 遠

で あ るが ， 若 き歳 月 は長 くは 続 か な い

こ と を忘 れ な い で欲 しい 。 若 き 日々 の

思 い 出が ， 君 の 生 涯 に 恵 み を もた らす

もの とな らん こ とを 。

リチ ャ ー ド ・L・ エ バ ンス

1，113組 の夫 婦の

中か ら何 組 が?

永離罐雛 議1嬬熱
にその誓約を結ばなければならない。

すなわち神の聖なる神殿で自分のエン

ダウメン トを受け，永遠の結婚の聖約

を結ばなければならないのである。

私はこれまで，毎 日数 多くの夫婦が，

ソル トレー ク神殿で結婚するために列

をなしてや って来 る光景を見てきてい

る。例えば，1973年8月 の1ヵ 月間だ

.けで，1，113組 の夫婦がこの神殿を訪

れて，神聖な儀式を受けた。永遠の生

命にあずかるには欠かすことのできな

い儀式である。

私はそ うした結婚 の儀式を何度か執

り行なって きたが，その度ごとに，結

婚するカップルに次のように言ってき

た。 「私たちはあなた方に儀試 を施す

ことはできます。 しかし，永遠の結婚

を約束す ることはできません。それは，

あなた方の決めることです し，あなた

方の仕事です。あなた方が 自分で獲得

諒

しな け れ ば な ら な い もの な の です 。 終

わ りま で義 し く耐 え 忍 ば ね ば な りませ

ん 。 た だ単 に 神 殿 へ 来 た とい うだ け で ・

得 られ る もの は 何 もな い の で す 。 自 ら

得 よ う と しな け れ ば ， 何 も得 られ な い

の です 。生 涯 の 終 わ りま で， 義 し い生

活 を し続 け な け れ ば な りませ ん 。 『神

の 口 よ り出 るす べ て の 言 に よ りて』(教

義 と聖 約84：44)生 活 しな け れ ば な ら

な い の で すd

ソル トレーク神殿 長

ジ ョン ・K・ エ ドマ ンズ

プリガム ・ヤ ング大学にお ける講話(ユ974

年2月26日)

もう一歩の努 力を

さん の 中 に ，男女 を問 わ ず ，自分 の皆
掲 げ る理 想 や 何 か 特 別 な 目標 に到

達 し よ う と し なが ら，一 見 ，自分 の 側 の

非 で 失 敗 し たが 故 に 失 望 して い る 人 は

い な い だ う りか 。 ま た敗 北 や 失 望 の 連

続 で挫 折 寸 前 に まで 追 い込 まれ て い る

人 は い な い だ ろ うか 。 そ の よ うな 人 は

エ ル バ ー ト ・ハ バ ー ドの勧 告 を思 い 起

こ して 欲 しい 。 彼 は ， 失 敗 と成 功 の 差

は ほ ん の 紙 一 重 で あ り， も う一 歩努 力

し さ えす れ ば ， 敗 色 の 濃 い 中か らで も

勝 利 をつ か む こ とが で き る と言 って い

る 。

七 十人 第一 定 員会会 長・

ポ ー ル ・H・ ダ ン

プリガム ・ヤ ング大学 における講話(1974

年11月5日)



の パ ネル を3,000枚 も'作るん です 。 こ

れ が で き上 が る と,神 殿 の 外 壁 に ぴ っ

た りは ま るわ け です ね 。 パ ネ ルー つ 一

つ の誤 差 は400分 の1イ ンチ(約100分

の6ミ リ)以 下 で すd

こ の建 設 プ ロ ジェ ク トの主 任 は ロ ス

･ジ ェ ン セ ン 。 彼 は こ れ まで に13年 間,

4つ の 建 設 事 業 に 従 事 し,ブ ラ ジ ル と

チ リの教 会 堂 建 設 も手 が け て い る 。

神殿ば美 しいだけではない。終わ り

の日まで耐 えられるように,耐 震構造

が採用されている。この耐震構造1につ

いて,工 事に携わった専門家は首 をひ

ねった。ブ ラジルは地震 とは縁のない

国だというのが定説だったか らである。

ところが最近,サ ンパウロの中心部に

小 さい地震が起 き,翌 日の新聞には著

名な科学者が署名入 りで,近 く将来サ

一 ユ ー ス

ンパウロ地区にもっと強い地震が,し

か もひんぱんに起きるという予測を発

表 した。また地質学的に見ても地震の

起 きやすい構造であることが指摘され

たのである。

以上のように,南 米で初めての神殿

の建設工事は,各 方面に反響を残しな

が ら着々 と進められている。

ココロ

リハ テ ィ ー て の

ハ イ ラ ム･ス ミス の 日記

発見さる

ハ イ ラム･ス ミス が リバ テ ィー の 牢

獄 に捕 らわ れ で い た 時 に 書 い た,小 さ

な ポケ ッ ト版 の 手 書 きの 日記 が,今,

教 会 歴 史 部 記 録 保 管 庫 に収 め られ て い

る 。

ハ イ ラム･ス ミス 独 特 の 書 体 で書 か

れ た こ の 日記 は,ジ ョセ ブ･フ ィー ル

デ ィン グ･ス ミス大 管 長 の 遺 品 の 中 か

ら見 つ か っ た もの で,家 族 に よ り教 会

に 寄 贈 され た。

日記 に は メア リー･フ ィー ル デ ィ ン

グ･ス ミス とハ イ ラム･ス ミス の 手 紙

もつ い て お り,手 紙 の 方 は ジ ョセ ブ･

F･ス ミス が 集 め た も の で あ る。1880

年 代 に スー ザ ン1ヤ ン グ･ゲ イ トが 手

紙 の ひ とつ を他 に 引 用 して い るが,そ

れ を除 け ば .これ らが 引用 に よ り衆 目に

触 れ た こ とは 皆 無 で あ る。

ジ ョセ ブ･フ ィー ル デ ィ ン グ･ス ミ

ス大 管 長 は,父 親 か ら この 日記 を受 け

取 っ た 。教 会 歴 史部 で は 日記 と手 紙 を

出 版 す る予 定 で あ る。

日記 の 中か ら一 部 を紹 介 し よ う。

｢1838年1③ 月29日 ,暴 徒 に よ り捕 ら

え られ,現 ミ ズー リ州 知 事 で あ る リル

バ ー ン･W･ボ ッ グ スか ら命 を受 け た

と称 す る 武装 し た 男 た ち に ジ ャ ク ソン

郡 ま で護 送 さ れ た 。,

そ こ で4日 間 監 禁 さ れ た 後,ク ラ ー

ク将 軍 の 命 令 に よ りジ ャ ク ソ ン郡 か ら
さ

レ イ郡 リ ッチ モ ン ドま で護 送 。 着 い て

み る と,大 勢 の 兄 弟 た ち が 強 力 な 監 視

患 勢 の も とで 審 問 に付 され るの を待 っ

て.いた 。 そ して 巡 回裁 判 所 判 事 に よ る

審 問 が 始 ま った 。 裁 判 長 の 名 は オ ー ス

テ ィ ン･A･キ ン グ,メ ソ ジス ト派 の

牧 師 で あ る。

長 い 審 問 の 末,私 は 他 の数 人 の 人 々

と共 に 投 獄 さ れ る こ とに な っ た 。 こ の

宗 教 を 信 仰 して い る か ど で あ る。 迫

害 者 た ち は 私 が 反 逆 の 罪 を犯 し て い る

と偽 証 し た。 これ は神 の御 子 に対 す る

あ の偽 証 と同 じで は な い か 。 こ の世 が

邪 悪 な るが 故 に こ うな るの で あ るd

T彼 らは 酔 っ て い た。 ぶ ど う酒 や 酒 で

で は な い 。邪 悪 と憎 悪 に 酔 っ て い た の

で あ る 。今 日 は3月15日,私 た ち は 今

監 禁 さ れ て い る。 多 くの 人 が 好 奇 心 か

ら私 た ち を見 に 来 る。 ま る で 象 を見 る

と き の よ う な 目つ きだ 。

私 と一 緒 に監 禁 され た の は 弟 の ジ ョ

セ ブ,ラ イマ ン･ワ イ ト兄 弟,C･ボ

ル ドウ ィ ン,A･マ ク レ イ,そ れ に シ

ドニ ー･り グ ドン だが,シ ドニ ー･リ

グ ドンは2月5日 頃,人 身 保 護 令 状 が

発 令 され た た め ター ナ ン判 事 の 手 に よ

り釈 放 さ れ たd

｢今 朝 の看 守 の 行 状 は 全 く気 違 い じみ

た 醜 悪 な もの で あ っ た 。 町 の子 供 た ち

を呼 ん で きて ドア を どん どん た た か せ,

言 い た い放 題 の こ と を言 わせ た の で あ

る。 『出 て こ い 。 殺 し て'やる。 祈 っ て

み ろ よ。 予 言 して み ろ,ペ テ ン師 め 。』

投 獄 され て い た 間,私 た ち は 四六 時 中

こ う した 仕 打 ち を受 け た 。 神 は こ う し

た所 業 を こ と ご と くお覚 えに な り,再

臨 の 時 に 恐 るべ き応 報 を下 さ れ るで あ

ろ う。 否,再 臨 を待 た ず に 下 され るか

も知 れ な い,｣

｢4月6日 に
.出獄 した私 た ち は,15人

の 監 視 つ きで デ ー ビス郡 へ 護 送 され た､

夜 は ず っ とプ ラ ッツバ ー グに と ど ま る 。

ジ ョセ ブ･ホ ー ン兄 弟 に 会 っ た 。 皆 上

き げ ん で あ る。 監 視 の ひ と りは ギ デ オ

ン･H･ジ ョン ソ ン,も うひ と りは ジ

ェ イ クス･H･フ ォー ドとい う名 で あ

っ た 。7日 の 日曜 日,私 た ちは テ イ ラ

ー 夫 人 宅 に世 話 に な る
。 か な り疲 れ て

い る司

｢4月8日,月 曜 日,正 午 頃 に ゲー ル

ト ン に到i着d
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我が生涯 における

素晴らしい 日

日本福岡伝道部

那覇支部

武富 宏

私の家族は,子 供4人(男3人 女ひとり)の6人 家族

でありますが,子 供4人 のうち長男を除いて3人 はすで

にバプテスマを受けて5年 以上に もな ります。従 って私

は子供たちの感化 を受けて末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会のことは知っていました。･･

私は元来無神論者を自称 していました。子供たちが ぞ

エス･キ リス トのありがたい福音のことや予言者ジョセ

ブ･ス ミス を通 じて神様が教 えたもうたモルモン経につ

いて話をして くれますが,こ れ らのことは私に とって全

く無縁のもので,関 心がなかったばか りか神 の存在なん

て考えたこともなかったのです。

ところが私たち家族にとって震天動地の出来事が突如

として起 きました。それは去年の10月29日 のことであ り

ます。私の長男である俊夫が急病で倒れて意識不明のま

ま入院 しました。2,3日 も生死の境を彷径するほどの

重病で,私 たち家族の者は驚 きと恐怖におのの きながら

も,ひ たすら神様におすが りしてなんとか生命をとりと

めたいと一生懸命にお祈 りしました。､｢苦 しい時の神頼

み｣と いう言葉通 り,私 は初めて神にお祈 りしまし鵡

また多 くの兄弟姉妹 たちも遠いところか ら病 院まで見舞

に来 られて,私 たち家族のために心をこめてお祈 りをし

て下さいました。なんと霊験あ らたかなることよレその

証 はす ぐに現われました。実に4日 目にして意識が回復し,

入院して40日 目には退院の運び となったのです。一時は

医者か らも見放 されていた長男の病気が回復 したのです。

真実の神の愛が奇跡を起こさせたのです。私は何度 も両｢

手 を合せて神様に感謝いたしました。そして神は私たち

のお祈 りに対 しては必ず報いて下さることも体験致 しま

した。

それ以来私たち家族は,.神 への感謝 と祝福のために毎

朝お祈 りをし,ま た毎週 月曜 日には｢家 庭の夕べ｣で 家

族のための主の計画を話し合 う機会 を持つ ことができま

した。

その後宣教師か らレッスン(主 として私たち夫婦 と長

男)を 受けるようにな り,･家族 ぐるみでキ リス トを信 じ,

信仰の道に入ったのです。私たちは,イ エス･キ リス ト

の教会には救いに必要なすべての権能 と真理があること
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を教わ りました。私たちが教会の指導者の勧告に従 って

神 の戒めを守 り,そ れぞれの責任を果たしていくならば,

必ず神の救いが得 られるこ.とを知 りました。

私は若い時からお酒が大好 きで,こ れまで毎 日晩酌を

欠かしたこどはありませんでした。それにヘビースモー

カーでもあります。30年 来の酒とタバ コで私の身体 はむ

しばまれています。私はバプテスマを受けるためにはまず

私の身体 を汚 している酒 とタバコを絶って聖い｢みたま｣

を受け入れるようにしなければな りません。いよいよ11

月20日 は私たち夫婦がバプテスマ を受ける日です。そこ

で私は一大決意の下に11月1日 か ら禁酒禁煙 を断行致 し

ましたが,酒 とタバ コは麻薬 と同 じで,そ の日から禁断

症状は否応な しに私 を苦 しめました。頭が重 くいらいら

して,思 考力は日を追って減退す るばか りです。私はバ

プテスゆを受けることを断念 しようと思いました魁 妻

や子供たちの励 ましと協力によって苦 しみに耐 えている

内に,10日 頃か ら凍第に体の調子 も良 くなり,頭 の重 さ

も取れて,完 全に禁断症状か ら脱出することができまし

た。

ついに妻 と共にイエス･キ リス トの福音 を信 じてバプ

テスマ を受ける日がやって来ました､多 くの兄弟姉妹 た

ちの祝福 を全身に受けながら,私 は罪の赦 しを受けるた

めに神の僕の手によって水に沈め られ,按 手礼によつて

聖霊の賜 を授けられました。その時は身も心も最高に引

き締 まるような思いが致しました。私の生涯においてま

た とない素晴 らしい一 日で した。

私は,こ れか らも永遠の父なる神様 とその御子イエス
･キ リス トと聖霊 を信 じて 自らの良心に従い,神 の戒 を

守 り,誘 惑に打ち勝って最後 まで 多くのことに耐え抜い

てい くことを証 します。

これで6人 家族の うち5人 まではバプテスマを受けて

神の息子,娘 とな りました。残るは,病 気 を克服 して一

生懸命生 き抜 こうと努力している長男ひとりです。彼が

神の祝福 によって一 日も早 くバプテスマ を受け られるよ

うになることを,イ エス･キ リス トのみ名によりお祈 り.

致 します。アーメン。
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